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（ 時に午前 ９時３０分 開会 ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 皆さん、おはようございます。 

 定刻となりましたので、ただいまから建設文教委員会を再開いたします。 

 傍聴者はお見えでしょうか。 

議事調査課主査（鈴木 結佳理君） 

 一般傍聴人はお見えになりません。 

事務局長（大塚 祥之君） 

 本日は教育委員会の各所管について審査をしていただきます。 

 それでは、最初に、議案第２号 令和３年度清須市一般会計予算案について、所管ごと歳入歳

出続けて説明をお願いいたします。 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課長の吉野でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第２号 令和３年度一般会計・特別会計予算書及び説明書をお願いいたします。 

 初めに、７ページをお願いいたします。 

 第３表 地方債でございます。 

 起債の目的、下から３番目の小学校整備事業、限度額１億５千８００万円。これは清洲東小学

校の校舎を長寿命化計画に基づき施工する大規模改修工事に充てるものでございます。なお、こ

の大規模改修工事につきましては、令和２年度の国の第３次補正予算で学校施設環境改善交付金

の追加内定を受けることができましたので、その有効活用を図るべく、令和２年度に前倒しをい

たします。工事内容に変更はございません。 

 次に、その下、体育施設整備事業、限度額１億２千２００万円。これは清洲勤労福祉会館の体

育棟メインホール非構造部材耐震改修工事及び新川地域文化広場のホール・舞台音響設備等更新

工事に充てるものでございます。起債の方法は普通貸借または証券発行、利率は４％以内、償還

の方法は政府資金及び県資金については、その融資条件により銀行その他の場合にはその債権者

と協定するものによるものでございます。 

 続きまして、歳入でございます。 

 歳入につきましては、教育部所管分を一括で説明させていただきます。 
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 ２０、２１ページをお願いいたします。 

 １４款使用料及び手数料、１項使用料、８目教育使用料、本年度予算額２千４４万１千円です。 

 １節幼稚園使用料から３節保健体育使用料までで、主なものは、社会教育、社会体育施設の使

用料などです。 

 ２４、２５ページをお願いいたします。 

 １５款国庫支出金、２項国庫補助金、６目教育費国庫補助金、本年度予算額２億１千４８７万

８千円でございます。１節小学校費補助金から５節保健体育費補助金までで、主なものは、長寿

命化計画に基づく清洲東小学校の校舎大規模改修工事に対する補助金、私立幼稚園への施設等利

用費に対する利用給付交付金でございます。 

 ２８、２９ページをお願いいたします。 

 １６款県支出金、２項県補助金、８目教育費県補助金、本年度予算額７千６９１万２千円です。

１節教育総務費補助金から４節教育支援体制整備事業費補助金までで、主なものは、放課後子ど

も教室推進事業費補助金、私立幼稚園授業料等軽減補助金などです。 

 同じく、３項県委託金、５目教育費委託金、本年度予算額２６万３千円です。１節教育総務費

委託金で、中学校２年生が職場体験をするキャリアスクールプロジェクト事業委託金です。 

 ３０、３１ページをお願いいたします。 

 １８款寄附金、１項寄附金、４目教育費寄附金、本年度予算額１千円は、１節教育総務費寄附

金で、受入額の計上でございます。 

 ３２、３３ページをお願いいたします。 

 １９款繰入金、２項基金繰入金、１目基金繰入金のうち説明欄の一番下の義務教育施設整備基

金繰入金２億９千万円です。これは桃栄小学校の長寿命化等改修工事及び清洲東小学校体育館屋

根防水改修工事を施工するための基金繰入金です。 

 ３４、３５ページをお願いいたします。 

 ２１款諸収入、５項雑入、２目雑入、２ページめくっていただきまして、３８、３９ページを

お願いいたします。９節教育費雑入、本年度予算額３億３千５４６万１千円で、説明欄の高等学

校用地使用賃貸借料から雑入まででございます。主なものは、スポーツ振興くじ助成金、学校給

食費などです。 

 ２２款市債、１項市債、３目教育債、本年度予算額２億８千万円です。１節小学校債と２節保

健体育債でございます。小学校債では、清洲東小学校の校舎を長寿命化計画に基づき大規模改修
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工事を、保健体育債では、清洲勤労福祉会館のメインホール非構造部材耐震改修工事等のための

市債でございます。 

 教育部所管の歳入は以上でございます。 

 引き続き、歳出の説明をさせていただきます。 

 学校教育課所管分について説明いたします。 

 ８６、８７ページをお願いいたします。 

 １０款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費、本年度予算額２２８万２千円です。１節

報酬から１８節負担金、補助及び交付金までで、主なものは、教育委員会委員の報酬でございま

す。 

 同じく、２目事務局費、本年度予算額４億３千４６７万９千円でございます。１節報酬から１

ページおめくりいただきまして、８８、８９ページをお願いいたします。１９節扶助費までで、

主なものといたしましては、県教職員２人分の派遣負担金、教育指導費、放課後子ども教室８か

所の運営費、市内の幼児が就園している私立幼稚園に対して支払う入園料及び授業料等の施設等

利用費などでございます。 

 ２項小学校費です。 

 １目学校管理費、本年度予算額１０億１千１６万２千円です。１節報酬から１ページおめくり

いただきまして、９０、９１ページをお願いいたします。１８節負担金、補助及び交付金までで、

主なものといたしまして、小学校事務費では学校医等の報酬、パソコンなどの事務機器等の借上

料などでございます。小学校管理費では、光熱水費、施設修繕や保守点検委託、大型提示装置賃

借料などでございます。小学校整備費では、各学校体育館の空調設備設置工事の実施設計、長寿

命化計画に基づく清洲東小学校と桃栄小学校の校舎大規模改修工事費等でございます。 

 ２目教育振興費です。本年度予算額６千７０９万８千円です。７節報償費から１９節扶助費ま

でです。主なものは、教科用の消耗品、教材用備品、入学祝品、卒業記念品及び要保護・準要保

護児童の保護者に通学用品・給食費等を援助する就学援助費でございます。 

 ９２、９３ページをお願いいたします。 

 ３項中学校費です。 

 １目学校管理費、本年度予算額２億１千４３０万２千円です。１節報酬から１８節負担金、補

助及び交付金までです。中学校管理費では、小学校と同様に大型提示装置賃借料、また中学校整

備費でも小学校と同様に、各学校体育館の空調設備設置工事の実施設計を行うものです。 
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 ２目教育振興費です。本年度予算額６千１１４万４千円です。７節報償費から１９節扶助費ま

でで、主なものは、教科用消耗品、学力検査、教材用備品購入、卒業記念品及び要保護・準要保

護生徒の保護者に学用品・給食費等を援助する就学援助費等でございます。 

 次に、４項幼稚園費です。 

 １目幼稚園管理費、予算額７千１６３万３千円です。１節報酬から１ページおめくりいただき、

９４、９５ページをお願いいたします。１８節負担金、補助及び交付金までです。主なものは、

職員人件費、学校医等の報酬、消耗品費、光熱水費、保守点検などでございます。 

 学校教育課所管につきましては以上でございます。よろしくお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課長の辻でございます。 

 引き続き、生涯学習課所管の歳出について説明をさせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

 ５項社会教育費、１目社会教育総務費です。本年度の予算額１億２千７２５万１千円、１節報

酬から１８節負担金、補助及び交付金までで、主なものといたしまして、男女共同参画費では男

女共同参画プランが令和３年度で計画の終期を迎えることによる新たの期間のプラン策定、青少

年健全育成費では、広島平和記念式典へ児童を派遣する平和学習推進費や成人式開催費など、文

化振興費では、納涼盆踊りや文化展などを行う文化活動費などでございます。 

 次に、９６、９７ページをお願いいたします。 

 ２目公民館費、本年度の予算額８千６９５万６千円、１節報酬から１８節負担金、補助及び交

付金までで、主なものは、清洲市民センター費では清洲市民センター会議室などの改修工事など、

春日公民館費では春日公民館大ホールの天井改修に係る調査などでございます。 

 次に、３目文化財保護費、本年度予算額１千８５３万１千円、１節報酬から１８節負担金、補

助及び交付金までで、主なものは、文化財保護費では、指定文化財である山車などに対する指定

文化財補助金、歴史資料展示室費では、常設展示の他、年３回の企画展の実施などでございます。 

 続きまして、４目社会教育施設費です。本年度予算額２億２千１６３万８千円、７節報償費か

ら１４節工事請負費までで、主なものは、夢広場はるひ費では夢広場はるひの指定管理料やはる

ひ美術館の外壁改修、絵画トリエンナーレ費では、第１０回はるひ絵画トリエンナーレ展覧会な
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どでございます。 

 生涯学習課所管分は以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 スポーツ課長の浅野でございます。 

 引き続き、スポーツ課所管の歳出説明をさせていただきます。 

 説明書の９６、９７ページをお願いいたします。 

 ６項保健体育費、１目保健体育総務費、本年度予算額８千５８５万２千円、１節報酬から９８、

９９ページをお願いいたします。１８節負担金、補助及び交付金まででございます。支出の主な

ものとしましては、職員人件費、保健体育費、体育振興費では全国大会出場激励費、４地区の体

育祭費、春と秋の清須ウオーク費、東京２０２０オリンピック・パラリンピック費、体育協会他

各種団体の補助金等でございます。 

 ２目体育施設費、本年度予算額４億４千５９４万７千円、１節報酬から２１節補償、補填及び

賠償金であります。支出の主なものとしましては、清洲勤労福祉会館と新川地域文化広場の管理

費には指定管理委託料、土地借上料等、整備費には改修工事等でございます。屋外社会体育施設

費では、各施設維持管理と西枇杷島野球場及び西枇杷島子ども野球場の防球ネットの設置工事費

でございます。 

 スポーツ課所管分につきましては以上でございます。よろしくお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター管理事務所長、吉田です。 

 引き続き、学校給食センター管理事務所の所管分を御説明させていただきます。 

 ３目給食センター費、本年度予算額６億３千７万５千円、１節報酬から次のページ、１８節負

担金、補助及び交付金まででございます。主な歳出としましては、職員人件費における調理員等

の会計年度任用職員の報酬、学校給食センター費の管理費における光熱水費、修繕料及び設備保

守点検業務の委託料、また、運営費における小中学校・幼稚園給食の賄い材料費、更新を行いま

すフライバット、食器及びコンテナの購入費などでございます。 
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 教育部所管の歳出は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 ただいまから審議に入るわけですが、質疑者、あるいは答弁者は必ず挙手をしていただき、指

名の後、名前を名のってから、質疑、あるいは答弁に入っていただきますようお願いいたします。 

 それでは質疑に入ります。 

 質疑はページごとに行います。 

 まず、７ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 歳入になります。 

 ２０、２１ページ。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 では、保健体育使用料の中で学校施設開放使用料についてお聞きします。 

 これは出のほうにもありますけれども、使用料として３００万円入っていて、事業費としては

２２８万７千円ということで、使用料の中でいろいろなことをやられているのかなというふうに

思います。学校施設はたくさんありますので、なかなか一概には言いにくいとは思うんですが、

今、利用状況というか、稼働率というか、どのぐらい皆さん使用されているのか。休日、夜間あ

りますけれど、その辺の状況、全体のことでざくっとしたところでお聞かせください。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 スポーツ課長の浅野でございます。 

 まず、使用料につきましては、その入金のうち学校のほうで当然設備とかはあるんですけれど

も、学校開放によっては学校で使ってないスポーツ競技とかがありますので、そういったものの

備品を購入したりだとか、そういったものの設備、壊れたとき直したりとか、そういったものに

使わせていただいております。 
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 あと、学校のほうの使用率なんですけれども、体育館につきましては土日はほぼ１００％ぐら

い、平日の夜につきましては大体平均で７割から８割ぐらい、グラウンドにつきましては、土日

につきましては、ほぼ１００％スポ少とかが主に使っております。夜につきましては六、七割ぐ

らいの稼働率となっております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 ありがとうございます。 

 非常に安い値段でしっかり使えるということで、非常に皆さん喜んでおられるとは思います。

そうした中でお聞きしたいのは、まず、通常の施設ですと当然管理者がおられて、その時間内に

使用していただいて、後も見ていただくという形ですけれども、ここの学校施設については、多

分ほとんどが管理者はいらっしゃらなくて、それぞれの団体の責任の下、開鍵・施錠があったり、

今後ですと、もしかすると空調の関係の入り切りも出てくるのか分かりませんけれど、そうした

管理をずっと団体がやっていましてこれまで何か問題があったとか、施錠を忘れてたとか、備品

を片づけてなかったとか、汚くなっていたとか、そういうような課題は今までございませんでし

たでしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 実際に学校体育館のところでは人はいませんので、施錠につきましては、今だと市内在住・在

勤の１０名以上で団体登録していただく。そのときに施錠の方法だとかは各鍵を貸出しするとこ

ろで説明をさせていただいております。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 適正に管理していただいて、その団体がちゃんとしていただいていて、特に今まで問題もなく

使っていただけてるのかなということでよろしいですね。 
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建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 中には翌日朝にごみが落ちてたとかいうことがありましたけれども、そういったことにつきま

しては団体のほうに厳重注意をしながらやらさせていただいています。今回のコロナの関係で換

気だとかそういったことを指導していまして、不定期に各施設のほうを回って、どういう状況で

あるかというのを見ております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 本当に市民の方がもちろん主ですけれども、いろんな方が入られますし、大切な施設ですので、

今後もその辺のところをしっかりと見ていただきたいなと思います。 

 それと、もう１つ、私、この質問をさせていただいた意図といいますのは、スポーツというの

は本当に生涯にわたって皆さんにやっていただきたいというのはすごくありまして、先ほど聞い

てますと、特に土日なんかは１００％、新しく使うのは無理なのかなという感じでお聞きしなが

ら、先日も認知症のところでゴルフがいいというお話がありましたように、今いろんな研究の中

でスポーツをやるということが非常に心にも体にもすごくいいと、若くいられるといいますか、

聞いておりますので、ぜひ、もっともっと地域で今までやってなかった方でもちょっとしたスポ

ーツをやっていただきたいなと思っていまして、そうしたときにどうしても場所の問題というの

が出てきますので、今、状況を聞かせていただきまして、今後は身近なところで使いやすいです

し、なじみのある施設ですので、いろんな方に、地域の方にも使っていただきたいなというふう

に思っておりますので、今後ともこの管理と、そして使っていただく方とのコミュニケーション

ですとか、適正管理、そういったことに努めていただきたいと思います。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 
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建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 続きまして、２４、２５ページ、よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 続いて、２８、２９ページ。 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 こちらのほうの２点ほどお聞きしたいんですが、まず、教育総務費のスクールソーシャルワー

カー活用事業費補助金というのが上がっておりますけれども、こちらはどのような内容で、どの

ように配置をされるところに使っていくのかということをお聞かせいただけますでしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 今現在、青少年家庭教育相談員として２名の方が警察ＯＢの方と教員ＯＢの方がいて、いじめ

だとか、学校でのトラブルだとか、傷害の関係だとか、いろいろなことの相談を受けて対応して

おりますが、そちらのほうを１名、教職員の方を増員して令和３年度やっていきたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 教職員の方を１名ということで、何かスクールソーシャルワーカーとしての研修を受けていら

っしゃるとか、そういった資格をお持ちの方とか、そういう方なんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 
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 県のほうからはスクールソーシャルワーカーとして教職員の職を持っていた方はスクールソー

シャルワーカーとして認定されるということで聞いております。ですので、資格としては教職員

の資格のみでございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 資格の有無にかかわらずしっかり勉強をしていただいて、スクールソーシャルワーカーという

のは初めてそういう役割として入ってくるんですけれども、今、非常に求められておりまして、

例えば、心のケアをする臨床心理士とか、そういう方はいらっしゃるんですが、ソーシャルワー

カーというのも外との関わりというか、環境からお子さんを見ていくという大事なコーディネー

トもありますし、役割になりますので、また、これはずっと私どもの先輩議員も求めていたとこ

ろで大変うれしく思っているんですけれども、いじめの問題、虐待の問題、不登校、ひきこもり、

いろんな問題、家庭の問題も今、多いですので、しっかりとやっていただいて、また、周りも連

携しながら支えていただきながら取り組んでいただきたいと思います。 

 あともう１点、スクールサポートスタッフですけれども、これはコロナでたしか入られたのか

なと。この制度自体は前からあったと思うんですけども、令和３年度はどのようなお仕事をして

いただくのかお聞かせください。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 吉野でございます。 

 令和２年度と同様、消毒、いろいろな掃除とかそういったものを同様にやっていただきたいと

考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 



－115－ 

 林です。 

 今、教職員の方は非常にお忙しいということで、スクールサポートスタッフというのを調べて

みますといろんな仕事をされているケースもありますので、もちろん消毒とかお掃除も大事です

けども、どんな方なのかにもよりますけれども、教職員の方の多忙化解消にもつながっていけば

いいのかなと思いますで、せっかく配置をしていただきますので、そういった面でもしっかりと

活用していただければと思います。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 よろしいでしょうか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 続きまして、３０、３１ページ、よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 続きまして、３２、３３ページ、よろしいですね。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 続きまして、３４、３５ページ、よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 歳入の最後になります。３８、３９ページ。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 教育費雑入で学校給食費のことでお聞きしたいと思います。 

 一昨年、消費税の関係で給食費の値上げが行われたわけであります。それで、今年度、コロナ

禍の下で非常に経済的にも困窮する大変な状況が生まれているわけですけれども、本市の場合、

就学援助等もあるわけですけれども、いろいろ利用するにはそれなりの条件やハードルがあるわ

けですが、この給食費の入りの部分で前年と比べて困ったという人の声なんかは聞かれておるの
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かどうなのかということをお聞きします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター管理事務所長、吉田でございます。 

 委員の言われる、そういったお声というものが、実際、給食センターの現場のほうまでには届

いてないというのが現状でございます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 そしたら、教育委員会のほうに学校教育のほうでお聞きしますけれども、就学援助のとこでま

た後から聞きますけれども、特にコロナ禍の下で、本市の中にも学校給食費というのが就学援助

の中で費目では上げられておるんですけれども、そこを見ると、必ず毎月引落しによる給食費の

支払いをしてくださいと、実費額を学期末に支給しますということになっておるんですよね。そ

の辺で、まず自分で払っておいて、後から支給という形になっとるもんですから、非常に様々な

今、暮らしが大変という声を聞くわけですけれども、その辺で御相談を受けたりとか、何か本市

で考えられているということはあるのかお聞きします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 今のところ私どものほうへそういった御相談等は聞いてないと考えております。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 こちらのほうまで声が届いてないということで、そういう心配がなきゃいいわけですけれども、

就学援助の利用状況とかいろいろ見ていただきたいと思いますし、そこに到達するまでのハード

ルというのはいろいろあるわけであります。自治体によっては特例申請や申立て、こういうもの
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を行って、本当に緊急的にお金に困られるという事態が生まれておるということで、そういう方

に対してはそういう特例申請の申立てを行って、相談があれば本当に対応しとるというところも

出てきておりますので、ぜひ、そういった方がいて困ってみえたら大変でありますので、学校等

でそういうことも周知していただいて本当に、生徒とか親御さんたちに寄り添った対応をお願い

したいということをお願いしておきます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 続きまして、歳出に入ります。 

 ８６ページ、８７ページ、よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 続いて、８８、８９ページ。 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 まず、１点確認なんですけれども、８９ページの令和２年度のほうで、扶助費の中に外国語教

育の講師の方の分が入ってたんですけれども、この方の分というのは、また違う目に行ったとか、

そういうことでしょうか、昨年度は予算的に上がってましたので、英語の。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 昨年度は新たに外国語が教科化されたということで、初期導入費として計上させていただきま

した。令和３年度以降は通常ということで、教員の分は県の費用の中で見込まれていますので、

そちらの分はなくなったというふうに考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 
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 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 ちなみにこの外国語の講師の方を入れられて、子どもたちの反応というか声は外国語教育につ

いてどんな感じなんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 参事、お願いします。 

教育部参事（西尾 博人君） 

 教育部参事、西尾でございます。 

 外国語の講師を入れる目的が座学ばかりですと、やはり子どもたちが英語を学ぶ上でどうして

も英語の興味が下がってしまう。外国の講師を入れる中で、もちろん文字もやっていかなきゃい

けないですけども、会話を中心にやっていくことで子どもたちの興味を高めて中学校につなげて

いくというのが小学校の外国語の目的でございます。講師の方々もその意図を十分くんでいただ

いて、子どもたちの興味が高まったというふうに聞いております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 ありがとうございました。 

 何かのときにも少しお聞きしたような、今、座学じゃなくて楽しくっていうお話をお聞きして、

それが上手にいってるということを聞いて安心しましたので、今後もこれからの未来を担ってい

く子どもたちにとって英語もマストでできればいいというものではなくて、できなきゃいけない

ものになってくると思いますので、最初に嫌で挫折してしまうと、後ずっと嫌いになってしまい

ますので、ぜひ、楽しさをしっかりこれからも教えていただくような教育をしていただきたいと

思います。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 
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 加藤です。 

 上から行きたかったんですが、今、出てましたので、載ってないところで外国語教育の充実と

いうところで昨年あったやつが始まる前に本市として独自で雇ったんだというような、今回はな

くなったということを言われたわけですけれども、生涯学習の推進計画のところを見ると、新た

に中間で見直しで３年度から始めるところを見ると、たしかそこのところには小学校での英語講

師の増員、新規ということが書かれておるんですけれども、その辺は講師の増員により、より質

の高い英語授業を行いますと。増員ということはなくしたということをどういうふうに捉えたら

いいのかお聞きします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 なくしたわけではございません。県の派遣の方２名、市費の方４名ということでやっておると

考えておりますが。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 要するに、本来の基準よりも増員してやっとるということは変わらんという捉え方でよろしい

ですね。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 はい、結構です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 分かりました。 

 それでは、続いてお聞きします。 

 上から、まず学校通学区域審議会についてお聞きします。 

こういう審議会があって、審議会条例を見ると、通学区の適正を期すために通学区の審議会を行

うということであるわけですけれども、新年度はこういう予算ですけど、今年度はどんな状況で

開かれて、どういうことを話し合われたのかお聞きします。 
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建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 令和２年度において開催はしてございません。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 私も議会の中で採算言ってるわけですけれども、昨年の議論の中でも、令和元年度中に指定校

変更が小中合わせて１６２名ということでしたと、こういう実態があるわけですよね、小学校で

１１３名、中学校で４９名と。そういうことで適正を期すために行うんだということで言ってみ

えるわけですが、行っていないということはどういうことなのかということをお聞きします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 いろいろな事情での本来の行く学校ではないところへ行ってるというふうに認識はしておりま

すが、その理由といたしましては、新たに家を新築しただとか、あるいは地域の方のつながりと

いった形での特殊な事例での本来の学校ではないところに変更しているというふうに認識してお

ります。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 合併して１０年以上たって、こういう現状があって、それで、いろんな意味において適正を期

していくということが重要なわけですけれども、年々それで解消されていけばいいんだけれども、

今、言われたようないろんな要因もあると思うんです。そういったことも踏まえて、後から出ま

すけれども、少人数学級とか、いろいろ器の問題もあるわけでありますので、せっかくこういっ
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た条例がつくられて審議を行うという予算も組まれとるわけですけど、その辺については教育長

に聞いたほうがいいのかな。こういう審議会もあるわけですけれども、どういうふうにお考えで

すか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 齊藤教育長。 

教育長（齊藤 孝法君） 

 今、学区の問題は非常に地域性があって、大きく変更するということが非常に難しいという状

況だと思っています。ですが、それぞれの事情の中でどうしても近く、それからこれは小中の関

連性がありますので、そこを踏まえていろいろ家庭のほうで御検討していただいてやってますの

で、今後もよりいいふうに子どもたちが通学できるようには検討していかなきゃいけないという

ふうには思っています。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 私もそう思っておるんですよ。それで、単年度だけで適正を期すようなことならいいけれども、

合併して１０年以上たってこれが傾向としてずっと来ておれば、その要因を分析して適正にして

いくということが私はこの審議会に求められとることだと思うんです。児童数とか学級数の不均

衡を是正していくということと、児童がよりよい環境で学校の生活が送れるように通学区を見直

しというか考えていく、そのための審議会だと思いますので、１回も開かれてないということに

対して私は非常に避けて通ろうとしておるのかなということにしか思えんのです。その辺につい

ては再度答弁いただきたい。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 齊藤教育長。 

教育長（齊藤 孝法君） 

 齊藤です。 

 避けて通っているわけではなくて、コロナ禍で多くのそういう開催を行うという場合は、市は

広うございますので、たくさんの人間を集めなきゃいけない。そうすると非常に密の関係もあり

ますので、コロナ禍がどんどん今、少しずつ落ち着きつつある段階であるならば、今後そういう

ことを避けてはいませんので、やっていく必要があるというふうには思っています。 
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建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 コロナ禍の下でも行政や学校は毎日行われて動いとるんですよね。それで、いよいよ新年度を

迎えていくわけなんです。そういう多くの皆さんの声を聞くための会議とかいろんなものは開け

んにしても、内部でいろんなことを検討していくことは大事だと思いますので、しっかりその辺

を踏まえて検討していただきたいということをここで申し述べておきます。 

 続いて、その下のいじめ問題対策連絡協議会のところでお聞きします。 

 今日も一昨日からずっとお隣の市であったことがニュースで報道されておるわけですけれども、

本市においては、いじめの問題はどういう状況にあるのかお聞きしたいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 いじめの問題に関しては、先ほども青少年家庭相談員の方に細かないろいろ相談があったりだ

とか、学校のほうでいろいろ細かい相談があったりしているとは思いますが、重大なものは今の

ところないというふうに考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 ないと考えておりますということで、上に上がってくるまでに現場のところでどういう対応を

されとるのかというのが、今、ニュースでいろいろ報道されとるものを聞くと心配なんですよね。

それで、その辺で教育委員会としてできることは何なのかということが私は大事になってくると

思うんです。その辺について、これも教育長が校長先生とどういうふうに連絡を密にして指導強

化をいろいろやってみえるんかということをお聞きしたいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 齊藤教育長。 

教育長（齊藤 孝法君） 

 教育長の齊藤です。 
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 いじめの件数はきちっと掌握して会議も行っています。令和元年度から２年度にかけては、小

学校では１千８３件から７４２件に減っておりますし、中学校では５４件から８４件に増えてお

りますが、いろんなことに対して、その後、解消をしていくという形で学校できちっとやり、完

全に解消してないものに関しては見守り継続という形で行っています。 

 それから、いろんなものを発見する率がですね、先生のところに直接来るということは実はそ

う多くない。だけど、これからコンピュータの時代で個々の情報が入ってくるとなってくると、

今までアンケートだと学期に１回とか、そういうような形でございましたが、これからは全部の

状況を個々に把握できるとなると、事務じゃなくて、そういうことも含めて学校の先生にそうい

うことであると不安である、相談したいというようなことがコンピュータで掌握できるように、

今後はしていかなきゃいけないというふうには私は考えておりますので、まだこれは大分時間が

かかりますけど、今はそういう形で適切にいろんなことをやっておりますし、解消に向けて努力

もずっとしております。それから見守りもずっとしてますし、周りの人たちが、いじめとか、そ

ういうものを放置していかないということ。 

 それで、最終的に私たちが今、一番困っていることは、インターネット関係で私たちのところ

で見えない部分がいじめにはあるもんですから、そういうものを家庭と協力をよりするんですが、

家庭も子ども個人へのプライバシーということでなかなか見せない、一人で悩んでいるという状

況や何かがあるかもしれませんので、そういうものをきちっと引き出しながら対応をより強化し

ていきたいというふうには思っております。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 寄り添った対応で守っていくということは非常に大事になってきておると思います。それで、

ＳＮＳの問題がニュースなんかでも多いわけでありまして、先生としての対応も本当に過去のも

のとは変わってきて、いろいろ考えて寄り添った対応をどうしていくかというのは非常に重要な

ことだと思うわけであります。 

 先ほど言われたわけですが、小学校のほうが減ったと。それで、中学校は若干増えたと。桁が

違いますけれども、これは多い少ないじゃなくて、本当に１つ１つの事象に対してどういう課題

があるのか、それを大切に受け止めて、どう解決していくか、ひも解いていくかということが大

事になるわけですけれども、この辺というのは現場任せにはなってないですね。集団で対応した
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りいろいろ本当に１人の先生が重い荷物を持って悩んでいるというようなことにはなってないで

すね。それだけ確認しておきます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 齊藤教育長。 

教育長（齊藤 孝法君） 

 齊藤です。 

 そういうことはございません。各学校でいじめ撲滅に対しては非常に大切だという認識を持っ

ています。各学校の中で月１回はそういうことの会議を持ちますし、校長会でも、周りの先生方

の動向を見て、一人で悩まれるんではなくて、いろんな人、それからスクールカウンセラーとの

連携を密に取って、そういうものを十分掌握できるようにしているつもりです。だけど１００％

掌握できてるかということに対しては、まだまだ隠れている部分があるんではないかという認識

はあります。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 隠れてる部分の認識というところを言われたわけですけれども、生徒側にとって本当にそれが

相談しやすいという状況にないとなかなか見えてこない部分がありますので、現場の皆様、先生

たちもいろいろ頑張ってみえると思いますけれども、教育委員会としてもサポートしていただい

て、一緒に寄り添った対応をお願いしたいということを訴えておきます。 

 以上です。 

 その下の２つ下、適応指導教室、これについて伺います。 

 最近の不登校、コロナ禍もあってどういう現状になっておるのかということをお聞きしたいと

思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 令和２年度につきましては、適応指導教室の登録者数といたしましては、小学校で３名、中学

校で１３名でございます。 
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 小学校のほうにつきましては、過去５年間で令和元年度から３名、令和２年度は先ほど申し上

げました３名でございます。 

 中学校につきましては、２９年度から８名から１３名ということで、そういった形で数字は推

移しております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 前にも聞いたんですが、適応指導教室というのは、いろんな意味で児童生徒の学校復帰を図っ

ていくために学校教育を援助するためにいろいろやられておるわけですけれども、前、聞いたと

きよりも、登録という形で今お話しされたんですが、そういう傾向にある人も含めるとかなりの

数がたしか答弁されたわけですが、コロナ禍の下でその辺はどういうふうに現場の状況をつかん

でみえるのかということを再度お聞きしたいと思います。現場の状況だったら教育長。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 齊藤教育長。 

教育長（齊藤 孝法君） 

 齊藤です。 

 コロナ禍で学校が閉鎖しているときには、不登校とか、そういう子たちが学校へ登校して実登

校や何かの場合やってきたという例は二、三聞きまして、こういう形で周りに影響されないんだ

ったら学校へ出てこれるというふうな、すごくいい面もあるなと思ったけど、学校が再開される

とまた元のほうに入ります。 

 それから、一回出てきた子たちが保健室登校とか、そういうことに切り替わって、一回は学校

に向かったということが非常に大きな自信につながるということもあって、そのまま全く１０

０％ゼロになったわけじゃなくて、出てきた子も、正直なところ数をたくさん言えるほどではあ

りませんが、二、三というような形ではございますが、そういう形で今回は適応指導教室や何か

進んでいるというふうに認識をしております。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 
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 今、１つの事例として、コロナ禍の下でこうなったときには出てみえたというようなお話で、

その辺の事象としてあるわけですので、要因の分析なんかもして、本当に児童生徒の学習の復帰

も含めていろいろ考えていかないかんわけですけれども、教育相談体制のその意味でコロナがま

だまだ収束がどうなるか分からん状況でみんな不安を抱えて、例えば、１年以上続いて、小学校

は６年だけど、中学校だと３年しかないんですよね。あっという間に３年間がそんな状況の中で

進んでいくと、義務教育は終わってしまうわけですけれども、今いろいろ要因も少しずつ明らか

になってきた部分はあるわけですけれども、教育相談体制の充実というところについては何か考

えられてる部分というのはありますか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 西尾参事。 

教育部参事（西尾 博人君） 

 教育部参事、西尾でございます。 

 教育相談は学期に１回、担任と担任のクラスの子どもが行っております。そこから子どもの状

況を把握するということと、あと、担任の教師ですけれども、特に小学校の担任の教師はなかな

か職員室に帰ってきません。大体、放課中も教室にいて子どもの様子を見てますので、不登校に

なる子もその前兆がありますので、子どもの様子をきちんと確認するということは大切だと思い

ますので、そういう意味で各校しっかりやってくれとるというふうに認識しております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 本当に現場の先生たちが頑張って生徒１人ひとりに寄り添って、休み時間も把握しながら、休

み時間にいろいろ動きを見れば分かる部分というのはありますからね。そこで大事になってくる

のは、今度は先生たちをちゃんと教育委員会がサポートしとるかという、その体制が私は大事だ

と思うんですよ。だから、その辺で、生徒だけじゃなくて、教育相談体制というのは組織として

いろんな意味で、先生たちにも教育委員会として何ができるかということが大事になってきます

ので、しっかりその辺は取り組んでいただきたいということ、これもお願いしておきます。 

 それから、適応指導教室で去年からＩＣＴを使った授業が始まったんですが、ここの場面でも

学校に来られないという生徒たちに対して何か利用されてやっている部分というのはあるんです
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か。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 今のところそういったことは予定しておりませんが、今後そういったものが必要ではないかと

いうふうには考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 さっき１つの要因としては述べられた部分があったもんですから、こういった部分もつながっ

ていろいろサポートしていく上では大事だと思いますので、これもよろしくお願いしたいという

ことを訴えておきます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 ここのところで聞くものかどうか分かりませんけれども、医療的ケア児への対応についてお聞

きしたいんですが、来年度の予算書を見る限り、来年度は医療的ケア児ですね、たんの吸引です

とか呼吸器をつけなければいけない、こういうお子さんは入学されないということでよろしいで

しょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 来年度はそういった児童生徒の入学はないというふうに聞いております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 
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 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 来年度、近隣のある市町でそういう方が入られるということで、非常に御苦労されてる。とい

いますのは、担任の先生もケアができないわけではないですけれども、当然そのお子さんにかか

りっきりではいけないということで支援員さんをつけるわけですが、それが看護師ですとか、介

護士ですとか、そういう方を支援員としてそのお子さんにつけるということで、何が難しいかと

いうと、こういう方が募集してもなかなかいらっしゃらないということで、非常に苦労されてい

ます。 

 そうした中で、今、医療の技術が進歩したのか分かりませんけれども、本当に普通に授業はで

きるんだけれども、医療的なケアが必要なお子さんもチラチラと増えてきているように聞いてお

ります。来年度はいらっしゃいませんけれども、その翌年はどうか分かりません。そういう意味

で、日頃からこうしたときの支援員、看護師、介護士をどう確保するのか。 

 過去、痰の吸引のお子さんはいらっしゃったようには聞いているんですけど、その辺、部長は

よく今までやっていただいたのでお聞きします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤部長。 

教育部長（加藤 秀樹君） 

 教育部長、加藤でございます。 

 医療ケアの必要なお子さんに関しましては、それぞれ必要な援助というのが違うと思います。

今おっしゃられたようなケース、痰の吸引という、この場合は看護師を付けさせていただいたと

いうことで、その都度、事前に保護者の皆様と協議をさせていただきますので、学校生活で必要

な部分をきちっと洗い出しをして、それに必要な看護師であるとか、そういう体制というのは、

その都度その都度整えていきたいと考えております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 
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 いつも医療的ケア児の方に限らず、いろいろ本当に教育委員会も学校もしっかりやっていただ

いているのは存じ上げておりますけれども、１つ確認したいのは、医療的ケアの必要なお子さん

も、例えば母子通園、施設ですとか、いろいろなところに通っていらっしゃることがあるんです

ね。そうしますと、そういうところと連携を取りますと、割と早めにお子さんの状態を知ること

ができるんですね。もちろんそのお子さんが支援学校に行かれるかもしれませんし、普通の市立

の学校に来られるかどうか分かりませんが、そうした意味で早めに情報を得ることができるんで

すね。そうしたところの連携というのは今までもそういう意識でされたことがあるのか、今後し

ていただけるのか、ぜひしていただきたいと思うんですけど、いかがでしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 保護者の方からそういった御相談があったときには、確かにそういった情報をいろいろ聞かさ

せていただいて、できるだけ早く対応したいというふうにしてまいった状況ではございますが、

今のところそういった連携というところをしてなかったと思いますので、今後そういったことも

考えてやっていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 本当にお忙しい中ですけれども、必要なことだと思いますので。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 西尾参事。 

教育部参事（西尾 博人君） 

 補足でございます。 

 新入生ももちろんですけれども、１年生から２年生、２年生から３年生に上がる子につきまし

ても、時期が１０月に支援委員会というものを市全体で開きまして、そこで学校の代表者、そし

て教育委員会、あと第三者的な方ですね、そういうことをよく御存じな方も参加していただいて、
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この子についてはどのように持っていけばいいかという会議は行っております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 いろいろされているのは分かるんですけれども、例えば、先般も補正予算のほうでいろいろ整

備していただいたように、ハードの面というのは補正を組んで何とか整えることができるんです

が、一番心配なのは人のことなんですね。確かに秋にいろいろなんですけれども、探すのに大変

苦労されている姿を見ましたので、日頃から特に看護師ですとか、こうした方については意識を

して考えていかれたほうがいいのかなと思いました。 

 １つこれは提案というか、できるかどうか分からないんですが、２市１町で考えて、例えば、

市内にはお一人しかそういうお子さんがいないけれど、もうちょっと広域で考えると何人かいら

っしゃって、そして何人かの方に対して、例えば訪問看護のところとの関係を考えるとか、ある

いは今年１年で例えば医療ケアが終わる看護師について情報を頂きながら、実は今度、清須市の

ほうでもあるけど、どうかと。 

 というのは、部長はいろんなケースがあると言われましたけど、基本的な痰の吸引ですとか、

呼吸器の問題とかいうのは、ある程度慣れた方がいいんですね。もう１つは学校医、そしてその

お子さんの主治医との連携をいろいろありますので、なかなか１市でお一人となるところに看護

師をつけるのはいろいろ非常に難しい問題があるので、そういうことで、そういう体制について

も考えていっていただいて、そういうお子さんが入られたときにしっかりと慣れた任せられるス

タッフというか、看護師を雇うことができて、そういう派遣を使っていくのかと、こういうこと

はこれからしっかり考えていかれたほうがいいのではないかなと思いまして、そういうことを日

頃考えていくということ、教育長、いかがですか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 確かに人の手当は、そういった特殊な資格を持った方は難しいというふうに聞いております。
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ですので、今、林委員が言われたように、常日頃から、どういう資格を持った方がどんな状況に

あるかという情報は収集してプールしておく必要があるのかなというふうには思いましたので、

御意見を参考にさせていただきたいと考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 ありがとうございます。よろしくお願いします。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 その下、学校教育振興補助金ですか、これついてお聞きします。 

 前も少しお話しさせていただいたわけですが、例えば、中学校でいえば１校あたりということ

で推進事業にしても、学校ごとの１校について幾らということで出しているということでしょう

か。概要の２５７ページですね。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 おっしゃるとおりでございます。１校あたり生徒健全育成推進事業ですと１校４０万円、生徒

進路指導対策事業費ですと１校３０万円、部活動ですと小学校１校あたり５万円、中学校ですと

部活動１つにつき２万７千５００円という形になっております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 これも再三言っとるんですけど、その事業内容が生徒の健全育成、進路対策及び部活動で必要

な教材、部活動用品を整備しということになっとるんですよね。そうすると、学校ごとに生徒の
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数も違うし、規模も違うし、部活動もいろいろ違うし、そういう中で一律ということの配分の仕

方はいかがなものかと思うんですよ。 

 いろんなところを調べてみると、配分方法は各校に均等額をまず出して、その後、生徒割、そ

れから学級数割、教員の数、優先するべきものの調整割、国の交付税みたいな話なんですけど、

いろいろそういう工夫をされてやっとるんですよね。清須の場合も本当に学校によって生徒も違

うし、例えば、暫く前は吹奏楽なんかはものすごくたくさん生徒がおって、それで、たまたま御

寄附を頂いて、いろいろ楽器等も買われたような状況もあるんですけど、本当にその辺を一律で

はいいのかなということを私は前にも言ったんですけど、その辺はどういうふうに捉えられて、

現場からは何とかしてほしいという声は上がってこんですか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 学校現場からはそういった声は今のところ聞いておりませんが、補助金としては、今、言った

ような一律でございますが、それぞれの学校に振興費という他の予算がございますが、それを超

える分については、学校のほうで適宜追加して賄っていただいているというふうに考えておりま

す。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 それがあるから大丈夫だと。財政でいえば最低限必要な分は交付税で賄っとるんだというよう

な話で、ちゃんと手だてしとるんだという認識で、学校のほうから上がってこないと言われてお

ったんですけど、その辺も風通しがよかったら声は上がってきますので、私は風に乗って聞こえ

てくる部分もありますので、本当に現場が困っていないかというようなことも把握して、十分対

応していただきたい。これは先ほど言いましたが、地域によってはやってみえるところがあるも

んですから、一度考えていただきたいということをお願いしておきます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 ここで１０時５５分まで休憩とさせていただきます。お願いいたします。 
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（ 時に午前１０時４０分 休憩 ） 

（ 時に午前１０時５５分 再開 ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 休憩前に引き続き、審議を再開いたします。 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 放課後子ども教室についてお聞きいたします。 

 前年度予算額と比較すると額が減っておるんですが、まず、この捉え方をどうしたのかという

ことをお聞きします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 昨年度より減少しておる理由といたしましては、備品の購入費が昨年上がっておったんですけ

れども、そちらのほうがなくなっておるためでございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 それと、登録者数ですね、人数はどういうふうに見込んでみえるのかお聞きします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 登録者数につきましては、令和２年度より人数としましては増で見込んでおります。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 増だということであります。人数、今の年度と来年度を見込んで増の部分で資料があったら、
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子ども教室の区分ごとの学校ごと教えていただきたい。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野です。 

 令和３年度でよろしいでしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 今年度の実績も踏まえて両方教えていただければ。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 まず、西枇杷島小学校の放課後子ども教室でございますが、令和２年度は１３５人、令和３年

度の見込みが１５２人、古城が令和２年度１１３人、令和３年度１３２人、清洲小学校が令和２

年度が２７１人、令和３年度が３２０人、清洲東小学校の放課後が令和２年度９９人、令和３年

度が１１７人、新川放課後子ども教室が令和２年度１２６人、令和３年度１４７人、星の宮放課

後子ども教室が令和２年度６３人、令和３年度８２人、桃栄放課後子ども教室が令和２年度６６

人、令和３年度８７人、春日放課後子ども教室が令和２年度１４９人、令和３年度が１６７人を

見込んでおります。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 非常にたくさんの方が利用されておるということが分かりました。事業内容は概要の２５８ペ

ージにいろいろ書かれておるわけであります。先ほど前年度と比べて少ないのは、備品等の購入

が減ったからだということがあったわけでありますが、事業費等もどう見るかであります。各学

校ごとの事業費というのは、これも備品等という認識でよろしいんですか。これはどういうこと

なのかお聞きします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 
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学校教育課長（吉野 厚之君） 

 吉野でございます。 

 備品だというふうに考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 非常に人数は増えたけど、備品が必要なものが既にあるんだということで理解しておきますけ

れども、事業効果にも書かれているわけですけれども、健全育成において、新年度からも人数が

増えるわけですので、コロナ禍の状況の中でどういうふうに取り組んでいこうというところで課

題なんかが出てきておるのかお聞きします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 課題といたしましては、放課後児童クラブのほうとの一体化、そういった交流を持った事業を

していけたらいいなというふうに考えております。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 事業費のところで、コスト的には、１つは報償費と今、言われた備品等は消耗品だから需用費

に入るんかな。あと、使用料及び賃借料が書かれたところはないわけですけど、この予算の中で、

人件費というか、報償費みたいな部分はどう考えればいいんですか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 放課後子ども運営委員会というのが年に一度開催されるんですけれども、そちらのほうの委員

への謝金等でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 
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 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 分かりました。そこが謝金だと。 

 それとあとは、サポーターの皆さんとかその他いろいろあるわけですけど、その他の部分につ

いてはどこから出てくるんですか。例えば、国の補助事業ですと、学校・家庭・地域連絡推進事

業費補助金を活用すると云々というのがあるわけですけど、そういったものは活用されていない

のか、そういったものの費用というのはどこかに入っとるのか聞きます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 職員の方の手当につきましては、会計年度任用職員でございますので、人事秘書課のほうの所

管になるかと思います。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 その辺で人件費について教えていただきたいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 石黒課長。 

企画部次長兼人事秘書課長（石黒 直人君） 

 人事秘書課の石黒でございます。 

 放課後子ども教室に関しては、指導員の方は８名、補助員の方は４６名がここの職員人件費の

ところの会計年度任用職員報酬に含まれております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 分かりました。８名と４６名ということで、本当に利用されている方、登録されている方、毎
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日みえる方ばかりじゃないとか、いろいろあるかと思いますけれども、コロナ禍の下で、スペー

ス的な問題とかいろいろ課題も出て大変になってみえると思います。これの対応でまたいろいろ

あるかと思いますので、しっかり現場の把握もしていただいて取り組んでいただきたいというこ

とをお願いしておきます。 

 ８８、８９ページの私立高等学校授業料等補助金４５９万円についてお聞きします。 

 主要施策の２６１ページ、ここで分からない書き方だったもんでお聞きするわけですけれども、

所得制限のとこですね。交付要綱を見ると、当該年度の市町村民税の課税総所得金額の世帯の合

計金額が４１０万円以下のものとする。昨年度についてもそういう書き方がここにあったんです

けど、今回、課税所得金額の１００分の６を乗じた額から市町村民税の調整控除額を控除した金

額がという書き方になっておりますが、その辺、要綱と今回ここの書き方を変えられたわけです

けれども、所得制限によって何かこの違いというのがあるんですか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 私立高校への助成金が愛知県のほうの額が増えまして、そちらのほうの制度に合わせたもので

ございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 本当にそれが充実して助かる方向に行くのはありがたい。 

 そうすると、要綱なんかはそのままになっとったのが見直しというのはされんのですか。その

辺はどう判断したらいいんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 要綱のほうも改正予定でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 
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 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 予定ということでありますので、これもしっかり変えておいていただくということをお願いし

ておきます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 施設等利用費のことでお伺いしたいんですけど、黄色いのを見ると、新制度未移行の私立幼稚

園に就園されている保護者に対して給付をするということなんですけども、幼児の保護者が６６

１人というふうになっているんですけれども、これは結局、私立幼稚園に行ってる子の数という

のは何人になるんですか。この数でいいんですか、未移行のとなっとるんですけど。今度、新年

度に行く子の数、どういうふうに読めばいいですか。私立幼稚園に行く子の数というのはどうい

うふうに読んだらいいんですか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 ほぼこの人数が私立のほうへ行っている園児だというふうに認識しております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 高橋です。 

 未移行のとなっているんで、多分、移行している幼稚園もあるのかなとは思うんですけど、そ

うすると本当の数というのはもうちょっと増えるのかと思ったんですけど。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 当局、答弁。 

学校教育課課長補佐（大沼 賀敬君） 

 学校教育課、大沼でございます。 
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 新制度未移行園というのは、現在の私立幼稚園という認識で間違いございませんが、移行園に

つきましては、子ども・子育て支援法の範疇のほうに移動するという形になりますので、子育て

支援課所管のほうでその方たちをカバーするというものになってございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 高橋です。 

 そうすると、新年度、私立幼稚園に行かれる方は６６１人というふうに解釈したらいいという

ことですね。 

 この数というのは、一般質問したんだけど、無償化によって増えてるんですか。どうなんです

か。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 増加しているというふうに認識しております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 どれぐらいの推移とかというのは分かります。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 無償化の始まったのが令和元年度の途中からでございますので、令和元年度の途中からでござ

いますと、令和元年度４８７名、令和２年度５８５名、令和３年度の見込みが６６１名というふ

うに数字は把握しております。 
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 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 かなり増えてるなというふうに分かりました。 

 結構です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 ８８、８９ページで下のほうへ行っていいですか。 

 教育費、２項小学校費の１目学校管理費の人件費についてお聞きします。 

 各学校ごとの教員の方の数というのは、概要の２５５ページに書いてある数でしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤部長。 

教育部長（加藤 秀樹君） 

 教育部長、加藤でございます。 

 予算書に上がっている職員人件費と、今、委員がおっしゃられます２５５ページの人数、こち

らのほうは県の教職員と市の教職員を含んでおりますので、予算書とは合いません。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 県と市の職員の数があるから合いませんということであります。 

 学校の教員の数ですね、教師のことでお聞きしたいんですけれども、今回、少人数学級等々出

てきまして、教職員数が若干予算化されて、その関係で本市においても予算化で増えたというの

はあるんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 西尾参事。 

教育部参事（西尾 博人君） 
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 教育部参事、西尾でございます。 

 来年度の少人数学級、つまり３年生の３５人学級が見込まれておりますけれども、国のほうが

専科教員を加配するという方針を決めております。それに伴いまして、中学校においては今年度

どおりでございますが、小学校においては通常より各校１名ずつ増える予定でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 今、中学校は一緒で、小学校は１名ずつということであります。 

 例えば、小学校でいえば、段階を置いて少人数にしていくんだと国は言って、取りあえず今年

は１つということになっておるんですけれども、愛知県の場合はもう既にそこの部分はクリアし

とるわけですので、例えば、今、専科教員ということで言われたんですが、今までやられておっ

た加配教員の振替で何か予算的にそれが振り替えられたということで、愛知の場合は課題みたい

なことは起きとるんですか。どうなんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 西尾参事。 

教育部参事（西尾 博人君） 

 教育部参事、西尾でございます。 

 振替が実際に少人数指導の加配が減っております。少人数指導の加配が減った代わりに少人数

学級、つまり３年生の少人数学級プラス専科教員のほうに振り替えられております。 

 専科教員が増えたわけというのは、教員の働き方改革が問題になっておりますので、教員の空

き時間をある程度つくって、そこで少しでも教材研究ができるようにという意図で専科教員が見

られております。 

 少人数指導というのはつまりＴＴでございます。そちらが削られてしまいましたが、市のほう

では来年度も少人数指導の教員が引き続き雇ってくださいますので、そちらのほうで何とかカバ

ーしていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 
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加藤 光則委員 

 市のほうは少人数指導のほうを独自でやっていくんだということで、非常にいいことかと思う

わけですけれども、もう１つ、加配のところで減った分の振り分けがあるわけですけれども、１

つ先ほど気になったのは、教員の数的には中学校は一緒だけど、小学校は各学校ごとに１名ずつ

という、先ほどの予算の振り分けと同じように、例えば、清洲小学校はものすごく大きな数にな

っておるんですが、そういうところに対しても１名ずつだから仕方ないというところになってお

って、しかし、今、減った分の少人数指導や専科教員の増というところで調整しとるのかどうな

のか、大きな学校に対してはどういうふうにやられておるのかということをお聞きします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 西尾参事。 

教育部参事（西尾 博人君） 

 教育部参事、西尾でございます。 

 委員の質問されたことに合ってるかどうか分かりませんけれども、専科教員の加配される数と

いうのが、学校には総学級数がございますので、総学級数が１６から２１の学級にプラス１の専

科教員がつくというふうになっております。 

 そして、３年生につきましては、来年度３５人学級ですので、例年ですと７５人の２クラスで

ございますが、来年度はそこが３クラスになる予定でございますので、自動的に学級数でプラス

加配が幾つというふうになってしまいます。清洲小学校は運がよいか悪いかどちらか分かりませ

んけれども、どちらにも当てはまっておりませんので、残念ながら、清洲小学校では加配がござ

いません。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 新年度の清洲小学校のクラス数ですね、学年ごとに教えていただきたいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 
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 １年生が６クラス、２年生が５クラス、３年生が５クラス、４年生が５クラス、５年生が５ク

ラス、６年生が４クラス、以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 全体で児童数が書かれておりますが、１千名を超えたということで、いろいろ課題もあるわけ

ですけれども、この辺については、今、御答弁いただいたわけですけれども、何か学校のほうと

の協議とか、今後の対応の在り方なんかお話はされとるんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 教室の数が今後必要になってくるかと思いますが、それにつきましては、現在の空き教室等を

改修等をすることによって対応していきたいというふうに考えているということは学校のほうと

は協議してお伝えしております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 これも再三言っておりますけれども、本当にこれがうれしい悲鳴で、どんどんこういう中でも

清須に住んで学校へ通おうという人たちが増えてきておるわけですので、この問題をどのことか

ら協議を進めていくかと、先ほどの通学区の見直しもあるわけですけれども、本当に現場の教員

の皆さんが大変な状況になっているんじゃないかなと思うわけであります。あとのところでまた

言いますけれども、今、空き教室の問題とかも言われたわけですけれども、非常に今はもうぱん

ぱんな状態だというのが私が感じる部分であります。 

 先ほどの話に戻しますと、教職員の問題でいいますと、たしか前、こういうコロナ禍の下で大

変な状況であるということで教育長にお聞きしたときに、養護教諭の複数配置なんかというよう

な声もですね、私も非常に大事なことだと思うんですよ。今は本当に保健室の問題なんか、先生

たちの役割というのは、その辺についてもどういうふうに捉えられておりますか。県に求めたと
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いうことだったんですけど、県のほうからいい知らせが来たのか、それだったら市としても清洲

小学校のようなところには特別にしていかないかんとか、いろいろお考えになったことがあれば

お聞かせいただきたい。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 齊藤教育長。 

教育長（齊藤 孝法君） 

 養護教諭については、私が昨年度、県の教育長に直接要望をさせていただきました。ですが、

今年度については、いい返事はございませんで、例年どおりという形で、逆に、養護教諭の２分

の１加配とか、そういうことも今年度は３５人学級のことがメインになって、こちらのほうがま

だそこまで進めなかったんではないかなというふうに思っています。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 昨年そういうことを努力されたというお話を聞いたんですけど、コロナ禍の下で私もいろいろ

見聞きしておると、全国的にはそこのところの声が上がりつつあるみたいなんですよね。限られ

た予算だということであって優先度があるかと思いますけれども、大元のところで声を上げて、

文科省のほうも腰を上げていただかんと、ここの重要性という部分が財布を握っとる人のところ

に伝わってない部分もありますので、教育長が言われたように、この声というのは引き続き上げ

ていただいて、複数配置の問題を進めていっていただきたいなということをお願いしておきます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 続きまして、９０、９１ページ。 

 岡山副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岡山 克彦君） 

 岡山です。 

 小学校の設備費で体育館の空調の設計というか、主要施策の２６３ページにも書いてあるんで

すけど、非常にいち早い対応で感謝いたしているんですけど、実施設計に入るということは、あ

る程度のプランがあると思うんですけど、どのようなプランを考えてみえるのか、また、今後の

スケジュールを分かる範囲で結構ですので、答弁をお願いします。 
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建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 まず、令和３年度で実施設計を行い、令和４年度で１２校の工事を全て完了したいというふう

に考えております。 

 熱源といたしましては、ＬＰガスを利用した冷暖房の空調設備を設置していきたいというふう

に考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 岡山副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岡山 克彦君） 

 これは今までやっている長寿命化関係のガス関係だと思うんですけど、いろんな先進地ですね、

多分見て回ってみえると思うんですけど、せっかく計画を立てたやつですので、できる限り、今

の小学校関係も時期のずれもないように順序よくやっていただきたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 高橋です。 

 昨日、土木でも質問させてもらったんですけど、古城小学校でこの前の雨でグラウンドに水が

たまっているという話をさせていただいたんですけど、そしたら、日常の維持管理は学校と協定

を結んでいるということで答弁がありました。学校教育としてこの状況をどういうふうに把握し

ているのかまずお尋ねします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 古城小学校のグラウンドに水がたまっているという件なんですが、昨日、私も現地のほうを見
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てきましたところ、校庭の周囲に設置されている水路のＵ字側溝のほうに土砂がかなり堆積して

おりました。それが原因で大きな水たまりができたというふうに認識しております。土木課のほ

うが申し上げました学校との管理協定、そういった形の中では、日常的な管理につきましては学

校のほうが行うというふうになっておりますので、通常の側溝の清掃は学校の中でやる必要があ

るんではないかというふうには考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 土砂の堆積なんですけど、どんな規模の堆積があったんですか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 水の落ち口のところまでかなり距離があるものですから、コンクリートの側溝蓋で覆われてお

るのと、飛び飛びで鉄の格子の蓋がかかっておるところなので、確認ができるのは鉄の格子がか

ぶっているところしか確認ができなかったんですけれども、そこでは半分以上が土砂が堆積して

おりました。ただ、どこまでその状態が続いているかというところまでは確認ができておりませ

ん。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 あそこは地下貯水をやってたということが何か１つ原因となっているのか、また、今そういう

状況において貯水の機能とかに何か不具合はないのかとか、そこら辺も調べてもらったほうがい

いのかなと思います。 

 それと、あまりにもたまっている状況であったならば、それを学校が本当に管理しきれるのか

なというのは思いますので、そこら辺も原因とともにいろいろ調べていただいて、学校ができな

いのであれば市全体で考えていただいて、何か対応を検討していただきたいと思いますので、よ



－147－ 

ろしくお願いします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 学校管理費のところでお聞きします。 

 概要の２６２ページのところを見ると、いろいろ内容、事業費の支出科目が載っております。

昨年度と比較すると、事業費で増のところがあるわけですけれども、その中身を教えていただき

たい。特に、大型提示装置賃借料のところをお聞きしたいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 令和２年度でＧＩＧＡスクール構想ということで、１人１台端末・タブレットの整備が今ほぼ

終わっておりますが、それを有効活用するために、各教室に大型プロジェクター、こちらのほう

を設置いたしまして、さらに分かりやすく主体的で対話的な授業が進められるようにしていくも

のでございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 各教室ということは、全ての教室に、生徒にはタブレットが渡ったということであります。こ

の使用料及び賃借料、これはリースでプロジェクターというのはずっと借りておくという形で、

毎年計上されるということで理解すればいいんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 ５年のリースでございますので、毎年計上は必要になってまいります。 

 ただし、初年度に初期導入費としてコロナウイルス感染症対応の臨時交付金というものがあり
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ますので、総額のうちの７千７００万円ほどを初年度に通常よりも多く支払いに充てたいと考え

ておりますので、その残りの分を５年という形のリース料金ということになります。５年間支払

った最後には市の所有物になります。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 分かりました。 

 それから、その中で、上のほうの需用費でガス代が約２倍になっとるんですけど、これはエア

コンの関係でこうなったという理解でよろしいでしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 そのとおりでございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 それと、先ほど言ったタブレットのことでお聞きします。 

 管理費の中でいろいろ出てくるわけですけれども、どう考えたらいいかというところで、例え

ば、ＩＣＴの支援員ですね、国のほうで４校に１人の財源の措置がされておったと思うんですが、

ＧＩＧＡスクールのサポーター、４校に１人のスクールサポーター配置促進事業、こういう国の

新年度予算があるわけですけど、ＧＩＧＡスクールのＩＣＴの関係で新年度の予算はどういうふ

うになっているのかお聞かせいただきたいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 現時点では地方財政措置のみでのＩＣＴ支援員の増員で予算計上させていただいております。
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ただし、ＧＩＧＡスクールサポートの関係でそういった補助金があるということは認識してござ

います。今後そちらのほうも活用できるかどうか、ただ、これはあったとしても１年間しかいた

だけないというふうに聞いておりますので、今後活用できるかどうかを検討していきたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 本当に莫大なお金なもんですから、活用できるようなお金はいろいろ国のほうから制度を使っ

て活用していただきたいわけですが、ＩＣＴなんかはあくまでも道具でありますので、その活用

の仕方によっては有意義なものになるけれども、教職員の自主性や専門性が尊重されなければな

らないわけですけれども、前の答弁で、ＩＣＴ支援員の増員の検討や切れ目のないＩＣＴ指導力

の向上に積極的に取り組んでいきたいということを言われておるんですが、今、この専門性等を

尊重されて取り組まれており、さらに新年度に向けてやられようとしているのかということをお

聞きします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 既に、この２月、３月でタブレットを使った研修を教職員に対して行っております。引き続き、

ＩＣＴ支援員のほうがそういったサポートもいたしつつ、年数回、まだやっていきたいというふ

うに考えておるところですけれども、ＩＣＴの会合を数回持つのと、あと、先生方も情報交換と

いうことで、どういった授業をやってるのか、あるいは他の先進地のそういった情報も入手して

いただいて、適宜、意見交換をしていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 そういったことは非常に重要だと思います。生徒側からいうとですね、ＩＣＴの活用には教育
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の格差、それからＩＣＴの所有や利用環境など、家庭の経済状況による格差、さらにはそういっ

た機械の利用頻度、利用意欲、自治体、学校間の格差、こういうことがいろいろ今、挙げられて

おるわけですけれども、走り出したばかりですので、いろんな課題が今後出てくると思うんです

よ。そういった課題にもしっかり対応して、そういう格差が起きないように取り組んでいただき

たいわけですけれども、１つ、ＩＣＴ教育の整備について、生涯学習計画に新規で書いてあった

んですが、家庭の通信環境がない児童生徒には、モバイルＷｉ－Ｆｉ貸出しのことが書かれてお

ったんです。その辺は新年度に向けてどういうふうに考えられておるのかお聞きします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 Ｗｉ－Ｆｉルーターのほうは既に令和２年度の予算のほうで購入しておりますので、必要にな

った場合にはＷｉ－Ｆｉルーターを貸し出したいと考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 その辺で必要になった場合にはということで言われたんですが、本当に家庭環境によっても格

差はいろいろあると思いますので、その辺をどうつかんでどういうふうに対応していくかという

ところが現場の先生方の中でも大事でありますし、また市のみんなの公共の財産になるわけです

から、その辺での対応も必要になってきますが、その辺は具体化されておるんでしょうか。家庭

によってデリケートな話も出てくるわけですので、その辺のことについては、現場の先生なんか

と協議されたりいろいろ機会があるとは思うんですが、どういうふうになっておるのかお聞きし

たいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 まず、家庭にインターネットがつながらない家庭環境というのは、９０数％が皆さんインター
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ネットができる接続できる環境にあり、残りの５％程度がそういった環境がないというふうに把

握はしております。 

 ただ、今現在、タブレットを家庭に持ち帰ってのことということは、情報セキュリティポリシ

ー上でいろいろな課題があるかと思いますので、その辺をこれから検討する必要があるというふ

うには考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 いろいろ検討していくことも本当にあるかと思いますので、いろんな物事だけが先に進んで、

いろいろ決めないかんことが後回しになって、なかなかそれが進まなかったり、マイナス面が出

てきたりということがありますので、５％と言われたわけですけども、しっかり現場の状況も把

握していただいて取り組んでいただきたいということをお願いしておきます。 

 以上です。 

 小学校整備費についてお聞きしたいと思います。 

 まず、長寿命化ということで最後２つやられるということでありますが、改めて長寿命化事業

とはどういうことなのかという、共通認識の上でお聞きしたいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 今ある校舎を建て替えるということはなかなか難しいと考えておりますので、それをあと２０

年、今の現状から少しでも長く使えるような形に改修していくというものであると考えておりま

す。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 今あるものをさらに改良して２０年プラスしていくんだと。従来からの大規模改造の事業とい

うのは、年数がたつと劣化や損傷や故障が生じた中と外の素材や整備等を改修する、更新してい
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くという建てたばっかりのときの状態に戻すというのが行われていたんですが、長寿命化という

のは、この構造体の劣化防止やライフラインの更新、教育環境の改善、こういったものも加えて

質の高い工事をしていく、こういうことが定義として言われておるわけですが、本市の場合も２

７年か何かに計画をつくっていろいろ見させていただくと書いてあるわけですけれども、私が気

になるのは、ライフラインの問題なんですけども、ライフラインの問題についてはどういうふう

に考えられているのかということをお聞きしたいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 長寿命化計画の今回の工事の中でのライフラインは、高架水槽だとか受水槽、あと、明らかに

悪くなっている部分については今回更新させていただいております。しかし、構造体の安全面を

中心に今回まずやっていきたいということで、この１０年めどに整備計画をやっていくというふ

うに認識しておりますので、ライフラインにつきましては、今後、状況に応じて必要な場合にや

っていく必要があるのかなというふうに考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 国が言っておるのは、原則としては長寿命化というのは全て更新する必要があると。しかし、

今後、計画的に更新していくことが決まっているライフラインは、当該計画に基づいて更新して

いくこととして、長寿命化改修時に実施する必要はないということを言ってみえるんですが、今、

言われたことはそういうことだろうと思うわけですけれども、今後、計画的に更新していくとい

うことが、いよいよ長寿命化が一段落するわけですので、計画的に更新していくことが決まって

おるのかどうなのかということをお聞きします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 計画的に更新するというところまでは決まってはおりませんが、必要に応じて、その状況に応
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じて更新はしていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 例えば、先ほどエアコンの話が出ましたけども、体育館なんかは災害時等でもしそういうライ

フラインが何かなったらいかんということでＬＰガスということを言われたんですよね。しかし、

本体の教室のほうは普通のガスでやってみえるわけです。 

 前も同僚議員から出てたんですけれども、水道管もそうですけれども、ガス管の問題なんかは

ライフラインとして非常に大事な部分でありまして、どうしていくかというところはきちっと計

画を立ててやっていかないとお金もかかりますし、長寿命化の中でやっていくお金と後から計画

を立てて何か補助金を使ってやっていけばそちらのほうが有利になるなら私もそれでいいかと思

うわけですけれども、その辺の入りのお金のことを考えてやっていかないかんわけですので、そ

の辺についてはどういうふうに今後進めていこうとしておるのかお聞かせいただきたいと思いま

す。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 今現在の児童生徒数の今後の増減も見ながら、そういった部分についても考えていく必要があ

るのだろうというふうには考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 増減云々じゃなくして、ライフラインはきちっとしていくということ。この質問をする１つの

私の思いというのは、ライフラインというと電気、ガス・水道いろいろあるんですよ。前も新川

中学校の貯水槽を造るときに、あそこに水道管がいろいろ埋まっとるのが分からんかったと言っ

て、掘ったら出てきたというようなことではいかんと思うんですよね。きちっと現状を確認して、

この長寿命化の中でこういうライフラインはどうなっとるんだというのが学校側がつかんでおら
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んといかんと思うんですよ。そういったことをされとるのかと。 

 建物のところは躯体の問題、構造いろいろやられたんですが、それをセットでやっていかんと

いかんのじゃないかということで質問させていただいたんですが、そういう意味においても計画

を立てていかんと、現状がどういうふうになっとるか分からんのじゃないかということなんで、

その辺についてはどうなんですか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 長寿命化計画を立てる際に、ライフラインの部分部分についてはどういう状況にあるかという

ことはある程度調査をしております。その中では、部分部分ではございますが、大きな問題がな

いという報告でございました。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 これ以上言いませんけど、大きな問題はないと言われたということで、きちっと実態をつかん

で、どこに何がどうなってるかというのをつかんでいかないと、ライフラインでありますので、

いざというときにどこをどう触っていいか分からんでは困りますし、本当に２、３日前も和歌山

で５弱の震度とか、いろいろ最近は頻発してあっちこっち起きとるんですよね。いつ起きるか分

からんような状態になっていますので、しっかりその現状がどうなっとるのかということをつか

んでおいて、今後の計画も持って進めていただきたいということをお願いしておきます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 ここでお昼の休憩を取りたいと思います。 

 委員会再開は１３時を予定しますので、よろしくお願いいたします。 

（ 時に午前１１時４５分 休憩 ） 

（ 時に午後 ０時５５分 再開 ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 休憩前に引き続き、審議を再開いたします。 
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 歳入、９０、９１ページからです。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 先ほど岡山副委員長からエアコンのお話があったんですけども、別件で体育館のエアコンです

ね、お聞きしたいんですけれども、まずＬＰガスを使ってされるということでお聞きしたんです

が、この安全管理という面で、プロパンの管理とかはどなたがどういうふうにされるのか、これ

から想定されることではあると思うんですけれども、大事な視点でありますので、お聞きしたい

と思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 今回、ＬＰガスの補助を受けるにあたって、３日間の容量がタンクとして必要だということで、

確かに、安全面は今現在どういった形でどういったことが必要なのかというのはまだ把握はでき

ておりません。今後、実施設計をやっていく中で、どういったことが課題であるのか、必要であ

るのか検討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 これからの課題だと思うんですけども、災害が起きたときにプロパンガスのタンクが私はどう

いうものかイメージができないんですが、例えば、プロパンから缶で持っていくわけですけれど、

こちらのほうが外れたりとか、そういうような危険もあるのではないかと想像できるわけですが、

この辺の安全管理ということもまた併せて考えていかなければいけないのかなという、そういう

勉強会でもあればいいんですけども、その辺はどうですか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 
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 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 一般家庭でも地震等があった場合は、そういった緊急時の遮断する仕組みがあるかと思います

ので、今回のＬＰガスについてもそういったものがあるかとは考えておりますが、それも含めて

実施設計のほうで検討していきたいと思っております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 最後に確認なんですけれども、このセットというと変ですけども、これは非常用の電源の設備

も一緒についていると思うんですが、今お考えのものはそういうものでよろしかったでしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 当然、エアコンを動かすにあたっても微弱な電力が必要です。また、併せて災害時にある程度

のというか、照明と何かコンセントが取れるような、そういった電源も確保できるような発電機

は併せて設置していきたいというふうには考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 また、しっかりとそちらの面も考えていただきながら今後の取組をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 
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 整備費のところでお聞きします。 

 余裕教室の状況と清洲小学校の適正規模、先ほどのやり取りでいろいろ分かってきたわけです

けれども、学校間で余裕教室の活用についても既に差が生じているわけですよね。それで、今後

は本当にこの余裕教室の活用や転用や目的外利用をいろいろやっていく中で、本当に清洲小学校

がどういう状況にあるのかということが心配になるわけであります。 

 それで、１２月議会の質問のときに少人数学級がまだ国会のほうで決まる前でしたけれども、

４０人でも大丈夫だということでしたけれども、３５人になってどうかということを心配しとっ

たんですけれども、そしたら福祉委員会のほうで児童館の仮施設を今後学校として使っていくん

だということが明らかになっていったんですよね。これはいつの時点からそういった話合いがも

う既に決まっておったのかお聞きします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 仮設児童館の設計の時点でそういった話を聞いておりました。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 課長が聞いておりましたということは、課長以外のところから何か決まって聞いてきたという

ことなんですが、これは清洲小学校でいえば、１千名を超えて余裕教室もぱんぱんになってきて

ということで、その上に３５人学級ということで本当に大変な状況になるということがもう既に

分かっておって、３５人は別としても、何か手だてをせないかんということでもう既に考えてみ

えたわけなんですよね。 

 この間、保育園とか児童館等の施設を建てられるとき、仮施設としてプレハブとかいろいろ利

用されてやられたときには、新しく建てるほうばかりに目がいって、仮施設のほうにはその後、

取壊しをするからということもあって、議会等でもあまり論議にならんかった部分はあるんです

けれども、今回の場合はそのまま使っていくということなんですよね。そうすると、いいものを

造っていただきたいというのが誰しも思いなわけですけれども、その辺についてはどういうふう
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に考えられておるのかお聞きしたいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 永田市長。 

市  長（永田 純夫君） 

 ３５人学級になるから残すということで建てたわけじゃないもんですから、３５人学級が分か

ったのは今年に入ってからですので、私どもは予想もしていませんでした。 

 清洲児童館の仮設については、学校の敷地内に建てるということで学校にも迷惑をかけており

ますし、それから学童保育では学校にも迷惑をかけておりますので、その敷地内ですので、仮設

の児童館を学校のほうでもし有効に使えるんであれば残しますよと。要らんと言われたら壊すか

撤去するだけなんですけども、もし有効に使えるような状況であれば、せっかく建っとるもんで

すから、残しますよというお話を持っていったら、せっかくですので、使わせてもらいますとい

う返事をいただきましたので、それなら使えるようにやりましょうかということでございますの

で、委員おっしゃるように、そのときは全然分かってなかったんですから、３５人学級を配慮し

てということでありませんでした。もったいないのでということで使っていただくということで

ございますので、お願いします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 私も建てるときからいろいろ見させていただいておりまして、仮設だということを聞いておっ

たもんですから、当初見せていただいたら立派なものが建っとるもんですから、そこにおった業

者の方かどうか分かりません。普通は仮の施設ではこんなものは建てんですよというようなこと

をちらっと言ってみえたもんですから、そのまま使うのかなとは思ってみたらそうなっとったも

んですから、だったらある意味、もっと立派なものをつくってほしいなというのがあるわけです

けれども、その辺で児童館として使っていって後から使うと設計なんかもいろいろ出てくると思

います。それぞれの目的によって利用しやすいものになるもんですから、その辺について触りや

すいように造られとるとか、あと心配なのは補助金なんかの面で優遇で、どうやったらうまく補

助金なんかを受けられるかと、そういうことなんかもいろいろ考えられておるのかということを

聞きたい。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 
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 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 内部の造りに関しましては、次、学校施設として転用できるようなことを想定した形での設計

をしております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 転用できるような設計でということでありますので、その辺も、今は福祉課のほうにあるので、

球が投げられん限りはこっちから物を言えんのじゃなくして、いろいろやられとると思いますけ

れども、ぜひやっていただきたいし、仮施設じゃないということが返事を出すのも含めて、あの

場所でよかったのかというようなこともきちっと検討されたのかということですね。敷地の縁だ

からどっち側がいいのかとか、いろいろあったと思うんですけれども、その辺はどういうふうに

話された。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤部長。 

教育部長（加藤 秀樹君） 

 教育部長、加藤でございます。 

 今、委員おっしゃられますように、まさに設計の段階で場所から大きさからというのは福祉部

局と御相談をかけながら、もちろんあそこは児童館の跡地のポンプ場の絡みであるとか、駐車場

の絡み、いろいろ関わってまいりますので、あそこの場所を一番有効だというところであそこに

仮設を建てていただき、新たな児童館が建設以降は学校で有効利用ができるように、無駄がない

ようにやりたいということで進めてまいりました。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 有効活用は私も非常にいいことだと思いますので、財源も含めて、よりよい進め方を検討して
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いっていただくということと、現場の声もきっちり聞いて、１千名を超えてあそこで運動会をや

ったり、いろんなことをやるとものすごいんですよね。そういうこともいろいろ検討していただ

いておると思いますけれども、途中からいろいろ変化球のような話になっておりますので、後は

透明性の確保も含めてどういうふうになっていくんだというのは、私たちも所管が今、違ってい

ますので、なかなかつかめん部分がありますので、しっかりやっていただきたいということをお

願いしておきます。 

 何度も繰り返しますけど、規模の問題、まだ増えていく可能性がありますので、うれしい悲鳴

ですので、今、区画整理とかいろいろやられておりまして、本当に清須に住んでみたいなと思う

人がどんどん増えてくると思いますので、本当に清洲小学校の問題は併せて考えておいていただ

くということをお願いしておきます。 

 次、またいいですかね。 

 その下の２目の教育振興費の就学援助費についてお聞きします。 

 国は新型コロナウイルスの影響が広がっていく中で、対象を決める際に、前年度の所得だけで

はなくて２月、３月の家計の急変を考慮することや４月分からの申請期限を延長するなどの柔軟

な対応を取るように呼びかけられたわけでありますが、いよいよまた新年度にわたって、今そう

いう手続等がやられとると思いますが、どんな状況なのかお聞きします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 入学前支給のことでよろしかったかと思うんですが、新中学１年生で、今度、入学前支給の申

請を予定していらっしゃる方が５名、新小学１年生で予定をしていらっしゃる方が１９名という

ふうに把握しております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 コロナが１年以上続いとるわけですけれども、過去３年ぐらいを見ると、就学援助という面で

は本市の利用者は数的にはどうなんですかね、 
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建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 過去３年でいきますと、令和元年度で小学校８校で３１７名、令和２年度で２９０名、令和３

年度で３００名を想定しております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 新年度は想定の部分もありますけれども、過去の部分からして、本市の場合はコロナの影響で

増えたということはなかったと今、御回答いただいたと思います。文部科学省は、自治体ごとに

周知や対応などに差があって、就学援助は子どもたちが安心して生活を送ることができるような

制度なので、支援を必要とする家庭に必要な援助が行き届くように、積極的な自治体の情報提供

に努めてほしいということを改めて呼びかけられておるわけですけれども、毎年、本市はいろん

な説明の場でもやられとるということでありますが、しっかりこの辺の対応をお願いしたいと思

いますが、コロナだからということで何か別に対応なり周知をされるというようなことはあるの

かどうか聞きます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 今のところそういったことはございません。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 積極的な情報提供は引き続きやっていただきたいということをお願いしておきます。 

 以上です。 
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建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 よろしかったでしょうか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 続きまして、９２、９３ページ、よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 続きまして、９４、９５ページ。 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 では、９５ページの社会教育総務費のほうで何点かお聞きしたいと思います。 

 まず、男女共同参画費の中で、今回、男女共同参画プランの策定費ということで上がっている

わけですが、今回で終わるということで新しいプランの策定なんですが、参画プランの中で１期

ですかね、様々な分野でいろんな目標を立てられたと思うんです。それについて何年か進めてこ

られてどのような成果が出て、また、どのような課題を今、感じていらっしゃるのか総括的に伺

いたいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課長の辻でございます。 

 今回のプランの見直しの中で、今、委員が言われましたように、様々な指標があるんですが、

今、数字としてお答えできそうなものが、各委員会に参加をしている女性の方の割合ですね、審

議会等に占める女性委員の方の割合ということなんですが、もともとこの計画が始まった平成２

０年頃には、清須市においては３０．１％の女性の委員の方の割合があったわけなんですが、そ

れが令和２年４月１日時点では３５％ということで、緩やかにこの１０年少々で上昇をしている

ところではございます。 

 国とかが示している目標値ですとか、清須市においても第２次になるんですが、行政改革大綱

の集中プラン等でも３０％ということで目標を掲げておりますので、３５％ということで目標は
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上回ってはいるんですが、今後さらにそういった女性の登用率等が増えていくようなことは今後

も引き続き継続してやっていきたいというふうには考えております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 そもそもが３０％あったということですばらしいことだと思うんですけれども、これもいろん

な課にまたがったお話にはなるんですが、例えばの中で防災関係の委員ですとか、地域の防災委

員ですとか、そちらの女性の登用ですとか、例えば、農業委員ですとか、あとは人事のほうにな

ると思うんですが、女性の市役所においての幹部職というか、そちらの登用とか、そういうこと

もいろいろあったと思うんですが、その件について、辻課長のところの所管だけではないんです

が、どのように率直にこれからなのか、ある程度プランが効果を現して影響があったのか、その

あたりはどうでしょう。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課長の辻でございます。 

 先ほど申し上げた３５％というのは、今、委員がおっしゃられたように、防災関連であります

とか、福祉関係の全て含めた数字になっておりまして、個々の割合については、令和３年度に審

議会等を経て新しいものをつくっていくときに細かく中は見ていきたいと思うんですが、全体を

通じて底上げできるように図っていきたいなというふうに考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。ありがとうございます。 

 今度の次のプランに向けていろいろな方の意見を聞かれたりされると思うんですが、今ちらっ

とおっしゃったんですけども、そこの担当の辻課長のほうで何か思いというか、時代もいろいろ
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変わってきているんですけども、前回のプランとは違って、何かこういう観点も必要だなという

ものがあれば特に教えていただきたいのですが。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課としましては、当然、生涯学習課所管の審議会等もあるんですが、繰り返しになっ

ちゃうんですが、全体を見まして、男女共同参画プランということでございますので、まずは皆

さんがこういった男女共同参画社会であるということを意識づけをして、皆さんに知っていただ

くということは非常に大事なことだなというふうに考えておりますので、あと細かいところでそ

こから派生してこういった計画とか方針にのせていくようなことであるとか、あとは学校や地域

社会や家庭等においても、こういった男女共同参画が推進されるような方向を向いていきたいな

というふうに考えております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 ありがとうございます。期待しておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 あと、啓発としていつも講演会をされていて、非常に内容が濃くて勉強になりますので、また、

ぜひこういった講演会にもいろんな方に参加していただけるように、まずは意識の底上げもまだ

まだ必要ですので、お願いしたいと思います。 

 この質問は以上です。 

 では、もう１問すみません。 

 学校支援地域本部の活動について少しお聞きしたいんですけれども、前回、決算のときにもお

聞きしたと思うんですが、次年度の費用として上がっているんですけれども、学校に係るボラン

ティアだと思うんですが、現在、何団体、どのような団体があって、どのような活動をされてい

るのか教えてください。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 
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 生涯学習課、辻でございます。 

 現在は学校支援地域本部という形で活動をしておるわけなんですが、前回お話ししたかもしれ

ませんが、今、約２５０名の方が地域ボランティアとして登録をされているということなんです

が、特に団体としてこちらの協働本部と登録をしているというふうには認識をしておりませんで、

何か学校での行事に参加したりですとか、今年度でいいますと、東海豪雨の２０年の節目という

ことで大型紙芝居を例えばやりますとなったときに、統括コーディネータの方ですとか、それか

ら地域コーディネータの方を通じて、その日そのときにそれにお手伝いができる方を個別にお願

いをして活動をしているというふうに認識をしておりますので、特にいろんな団体と契約じゃな

いですけれど、直接やり取りをしているというふうには考えてないところでございます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 私も実態のほうはよく分からないんですが、私の地元の地域の方といろいろ話してるときに、

例えば、スクールガードをやっている皆さんですとか、そういった方がここに入っているかどう

か分かりませんけれど、いろんな方がそれぞれの団体がありながら個人で登録しているというか、

つながっているというような感じでよろしいんですか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 登録はあくまでも個人でということで、それが何か事業をやるときに集まった方々が自然と団

体になっているという認識でおります。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 そうすると、今度は学校の側にお聞きしたいんですが、学校として今、教職員の方が忙しかっ
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たり、今、言ったいろんなことがあって、こういうところに例えばもう少しボランティアが増え

るといいなとか、そんなような思いというのは学校のほうはどういうふうに感じていらっしゃい

ますか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 西尾参事。 

教育部参事（西尾 博人君） 

 学校の立場としましては、学校教育というのは学校だけでは成り立ちません。もちろん家庭の

協力もそうですけども、地域の協力、学校・家庭・地域が全てが三位一体になったときに初めて

子どもにきちんとした指導ができますので、その地域の方々が学校教育に携わっていただけると

いうのは学校の立場としても非常にありがたいことだと考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 ぜひ、辻課長のところもコーディネータさんがいらっしゃいますので、それぞれの学校で違う

と思うんですが、ニーズを聞いていただいて、本当に学校のためなら、子どもたちのためならと

いう方は地域に結構いらっしゃるので、ぜひ、こういう人の力を借りながら、子どもたちのため

にもなりますし、地域の人の元気にもつながりますので、ぜひ連携を密にしていただいて、この

２５０名に限らず、もっともっと大勢の人に学校に関わっていただけるように、また推進のほう

をしっかりとお願いしたいと思います。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 ５項社会教育費の社会教育総務費のところでお聞きしますが、生涯学習推進費のところですけ

ど、先ほどもちらっと出ましたが、生涯学習推進計画の中間見直しが行われて、期間が令和３年

度から６年度までということなんですが、これも見直しの素案が審議会でやられて決定されてお

るんですか。どういうふうになっておるか、その辺のいきさつをお願いします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 
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 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課、辻でございます。 

 こちらの生涯学習推進計画ですね、審議会を経て１月から２月ですね、パブリックコメントも

いたした上で完成しておりまして、議員の皆様にも近々お配りさせていただく予定でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 そうすると、完成をしておって、令和３年度の当初から見直しの新たな計画によって６年度ま

で４年間で進めていくと。今回特に取り組まれて、審議会とかパブリックコメント等が寄せられ

て、特に２０１７年に策定されて２０２４年まで計画があって、その中で真ん中の大事なときに

コロナという状況も生まれたわけですけれども、特に見直しされた案の中で留意された点があれ

ばお聞きしたいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 今回、社会動向や国の動きという部分におきましては、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０の実現に向けた

取組の推進であったり、あとはＳＤＧｓの実現ですね、それと今、言われましたように、新型コ

ロナウイルスの共生時代でどのように生涯学習が変わっていくかというあたりが前回と変わった

ところでございます。 

 また、愛知県としましても、愛知県の生涯学習推進計画が第２期を迎えるということでござい

まして、そちらも参照させていただきながら、大きく施策として追加されていますのが、読書活

動を推進するための取組ということと、もう１つ、行政と市民の協働による生涯学習の推進とい

うのが施策として新しく新規で加えられたところでございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 
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 今いろいろ述べられたわけですけれども、市の上位計画とか連携する計画もいろいろあって、

そういう中での見直しも当然行われたと思いますし、コロナ禍の下でいろいろな御意見もいただ

いて、それに対応していく形でも見直しがされたと思いますが、今１つ、市民の力を借りていく

ということを言われたんですけど、私もよく知らなかったんですが、清須市の生涯学習人材バン

ク、これが平成３０年度に要綱であったわけですけれども、今回の見直しの位置づけの中でも新

規として取り上げられているんですけど、人材バンクの活用については今どんな状況にあるのか、

分かる範囲で教えていただきたいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課の辻でございます。 

 人材バンクにおきましては、随時、年間、今、そんな数としては多くないんですが、押しなべ

て二、三人ぐらいだと思うんですが、新規で登録の依頼というのがありまして、それは生涯学習

課のほうでデータを蓄積をいたしまして、新たに生涯学習講座ですとか、そうしたことをやろう

としたときに、そういった人材バンクのデータを活用しまして、お願いできることがあればお願

いするということをしておるところではございます。 

 もう１つ、お話が違うかもしれませんが、今の協働ということになりますと、実は今年度令和

２年に市民協働と連携をいたしまして、豊田合成という会社があるんですが、あちらの方は生涯

学習講座で講師をやっていただけるというようなお話もいただいておりまして、そういう部分で

市民の方の力をお借りして講座等も今後とも進めていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 この要綱を見ると、その情報を提供することによって市民の生涯学習を支援し、豊かな地域社

会をつくっていくんだと。それで年間に二、三人ずつ増えとると。これは２年間の登録になって

いますから、更新される人もやめられる人もおるわけで、増えてきておるということなんですけ

れども、いろいろこの制度を見て、こういう講師を頼んで、橋渡しは各自でやってくださいと。

しかし、何か講座をやったら後から報告書を出してくれとかいろんなことがあるんですけれども、
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その辺で利用する人にとってのある意味メリットというか、手間ばかりかかってなかなかあれだ

ったら個人で頼んだほうがいいわとなったら、その辺では何か今までやられてきて使い勝手とい

うか、こんな制度があったのだということも知らん人もおりますし、使われとる人にとっては

一々報告だけして何のメリットもないわということもあろうかと思いますが、この間やってきて

その辺ではどうですか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 私は４月からの話になってしまうんですけれど、実はそういった人材バンクを活用して市民の

方とマッチングできたということが、今のところ、この４月からでは実績がございませんので、

今、言われたように、御面倒だとか、そういった声というのはまだ私のほうには届いてはいない

のが現状でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 今回、この生涯学習の計画の推進を見ると、「指導する人材の確保に努める」、こういうこと

も書いてありますので、いろんな意味で本当にこういう制度があるということもまだまだ周知さ

れてない部分もありますし、一生懸命計画を立ててやられとるもんですから、せっかくある制度

をどうやったら使い勝手がいいし、皆さんが利用していただけるかということをしっかり考えて

進めていっていただきたいということ。 

 それから、先ほど男女共同参画プランのことで質問がありました。市の中でも割合が増えてお

るということもお聞きしました。プランをつくっていくということで、今回、策定費が３６７万

円組まれておるわけですけれども、これだけの額だとどこかの業者に委託するんだなと思うわけ

ですが、どういうふうに進めていくおつもりでしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課の辻でございます。 
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 進め方としましては、策定委員会というのを令和３年度で開催する予定で、４回ほど予定をし

ております。策定委員会を年４回進めていく中で、市民の皆様にアンケートをお願いして取らせ

ていただいたりですとか、またパブリックコメントを実施したりなどして、１年間をかけて作成

をしていく予定でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 アンケートをやるということですね。パブリックコメントもしっかりやっていくということで

すので、そういうのをしっかり行っていただいて、いいものをまとめていただきたいと思うわけ

ですが、同時に、今、女性活躍推進法が出てきて、女性活躍推進計画、先ほど個々の割合をどう

するかということも論議せないかんということも言ってみえて、こういうものが新たに出てくる

と思うんですけど、この辺は両輪で進めていくんですか。まだ、考えられてないのか、もし今の

時点で分かっておったら御答弁いただきたい。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 先ほどのお話は男女共同参画プランということで、女性の割合を個々に見ていくということで

お答えしたところでございますが、このプランの中では女性の登用率というのが１つ大きな指標

になると思いますので、そのあたりをしっかりと進めていきたいと思っております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 国のほうもいろいろ自治体に求めてくることも、今、言いました女性活躍という面でまたいろ

いろ計画等出てくるかと思いますので、しっかり行っていただくようお願いして質問を終わりま

す。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 よろしいですか。 
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（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 続きまして、９６、９７ページ。 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 社会教育施設費の中の夢広場はるひ費についてお聞きしたいんですけども、これは２９９ペー

ジ。この中に支出科目があるんですが、まず１点、昨年、火災保険料が上がっていたんですが、

これは今回上がってないんですけど、昨年、更新時だったということでしょうか。そういう認識

でしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課、辻でございます。 

 火災保険ですね、こちらは毎年支出は発生するものでございます。今回はこちらの施策のほう

には主な支出科目ということで書かせていただいておりまして、今回こちらには載ってはいない

んですが、毎年、火災保険のほうは計上はしておりますということでございます。お願いいたし

ます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 了解しました。同じ金額で大体毎年更新ということですね。 

 もう１つ、需用費の中でブックスタートの配付絵本と載っておりまして、これも今回ブックス

タート事業を始めていただくということで、よその地域でもこれは行われていまして、非常にお

母様方に好評と聞きまして、今回始めていただけると思うんですけども、まず、この事業につき

ましては、こちらに載ってるということは辻課長のところで所管されるということでよろしいで

すか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 
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生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課長の辻でございます。 

 そのとおりでございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 そうしましたら、この事業ですね、どういう方が対象で、どういうふうに配付していくか、そ

のあたり。それからもう１つ、こういう事業を始めていただくので、皆様にどういうふうに周知

するのかというところをお聞かせいただきたいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課、辻でございます。 

 こちらのブックスタートですね、絵本の配本ということで、４か月健診を迎えるお子様方に健

康推進課が事業を実際やってるわけなんですが、その場におきまして、親子の方に絵本を１冊ず

つ配本をさせていただくということでございます。 

 あと、周知ということなんですが、今のところ広報とかに載せるということは考えてはいない

んですが、４か月健診というのは、ほぼほぼの方が見えてるということは聞いておりますし、お

見えになってない方については健康推進課のほうで把握はできますので、来られてない方につい

ては個別に連絡を取りながらお渡ししていくという形で考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。ありがとうございます。 

 こちらのほうで所管されるということは、本の専門家なので、いい本が選べるかなというよう

な、特に、春日の図書館は児童書とかお子さん向けの本で定評がありますので、そういった認識

でよろしいですか。 
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建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 そうですね、親子のふれあいというのもあるんですが、読書週間をつけるというのもブックス

タートの目的にはございますので、そちらの意味で、委員言われますように、図書館とも連携い

たしまして、どんな本を選んだらいいのかということも考えつつ事業を生涯学習課で進めていく

こととしております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 ありがとうございます。 

 皆さん、喜んでいただけると思いますので、お願いしたいと思います。 

 もう１点、トリエンナーレの件だけお聞きしたいんですが、先ほど１０回目ということで行わ

れたわけですけれども、最近あまりトリエンナーレについての議論というか、質疑はなかったよ

うに思いましたので、元春日の議員ですのであえてお聞きしたいんですが、３年ごとのトリエン

ナーレなんですけども、最近の傾向というか、例えば前回に比べて応募の点数がどういうふうに

変わっていったのか、そして、また描く方たちの階層というか、若い方だとか、結構お年の方も

見えたり、前は若い学生のような方が多かったんですけど、この辺が何か変化してきているのか。

減額になったりして、応募点数が減ったのかなとも感じたりしましたので、その辺の現状をお聞

かせください。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課長の辻でございます。 

 まず、応募者数と作品の点数なんですが、前回の第９回なんですが、応募者が６３７人で、作

品点数は１千２６１点でございました。今回が第１０回目であったんですが、結果として応募者

数が３７０名で作品点数が５５４点ということになっております。 

 少しでも収入を上げたいなという気持ちもあったんですけれども、昨年度はお一人３点まで１
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万円という応募料でやっておったんですが、今回第１０回目については１点１万円で、２点目の

方は１万５千円ということで応募料金を変更しまして、美術館のほうとも話はしてみたんですが、

今回減った理由というのは、その金額によるものなのか、もしくは新型コロナの関係が何かあっ

たのかというのは読み切れない部分があるというところでしたので、ただ、実際、応募料金を変

えたというのは事実でございまして、そこが影響していたかどうかは分かりかねる部分ではあり

ます。 

 それから、もう１点は、最近の応募者の方の傾向なんですが、応募をしていただくときに年齢

というのは特に申込書に書く欄もございませんので、年代別の傾向というのはこちらは分かりか

ねるんですが、私も作品が搬入されるときに、実際Ｂ＆Ｇの体育館でいたわけなんですけれど、

感覚的な話で申し訳ないんですが、委員が先ほど言われたように若い方が多かったのかなという

のは感じるものがございました。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。よく分かりました。 

 前回に比べての話なんですが、以前からの傾向として減ってきているということではないんで

すね。今の応募料のことで今回は１０回目は減ったんだけれど、傾向として減ってきているわけ

ではないということで。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤部長。 

教育部長（加藤 秀樹君） 

 前回との比較というお話でしたので、もう１点追加させていただくんであれば、こういったも

のは審査員というネームバリューが非常に大きいものがございますので、お一方、今回替わられ

たということもございますが、そういったのも影響しているんではないかと考えております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 
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 以前から非常にこういう絵画展が珍しいということもあって、全国から、本当にいろんな地域

から絵の応募がありまして、結構あちらこちらで有名なトリエンナーレだと聞いたことがありま

す。また、審査員の方もそうそうたる方がいらっしゃったということもあって、これからの画家

を目指していらっしゃる若い方の絵が集まっていて、登竜門として非常にいいコンクールだとい

うふうに私も認識しておりましたので、１０回目で、これからどう見ていくかということもいろ

いろ見ていかなければいけないときでもあるのかなと思うんですけれども、よく検討していただ

いて、今後どうしていったらいいのかお考えをいただければなと思います。 

 あと１点だけ気になっていますのは、たしか作品は頂いていると思うんですけど、結構な点数

になってきているような気がしますが、保管場所の問題ですとか、今後の保管ですとか、この辺

の課題はないでしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課長の辻でございます。 

 作品の貯蔵数としては、美術館に現時点で２２６点の作品が貯蔵されておるわけなんですが、

そのうち、おおよそなんですが、半数ほどがトリエンナーレ関係の作品だということでございま

す。まだ置場所に困るというようなことは、将来を見据えた場合には変わってくるかもしれませ

んが、現時点ではまだそこまでの問題ではないというふうに認識はしております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 今の保管も含めまして、今後の在り方として、世の中の傾向もありますので、いろいろよい方

向に向くような検討も必要な時期かなと思いましたので、質問させていただきました。 

 ありがとうございます。以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 指定文化財補助金のところでお尋ねしたいんですけども、尾張西枇杷島まつりの山車の関係な
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んですけども、昨年、祭りがコロナ禍で開催することができずに、また、今年もどうなるのか分

からないような状況の中で、一番懸念しているのがお祭りをやらないということで、お祭り文化

の無形の伝統的なこと、技術とか、そういったものの継承が滞るということを大変懸念しており

まして、具体的に言うと、子どもたちに継承していくということは大体どこの町内もやっとるん

ですけども、そういった祭りの特におはやしですね、ああいうものの継承もなかなかやりにくい

ようなこともありまして、こういったことが続きますと。お祭りができないということであれば、

公開する補助とかも必要がなくなってくると思うんですけども、無形のものを何か継承すること

に対する支援ということも、コロナ禍だからということだけではなくて考えていかなきゃいけな

いんじゃないかなというふうに、このような状況下で痛感しておるところです。これに関して何

かお考えというか、ありましたらお聞かせをいただきたいなと。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課長の辻でございます。 

 今、言われたように、指定文化財の補助金ということで、山車を公開された場合の補助金です

とか、あとは指定文化財の修理の補助で山車に対して上限１千万円というのは、今、補助として

実施をさせていただいているところではございますが、無形のそういった文化の継承につきまし

ては、現時点ではその補助の検討というのは行われていない状況でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 ないのはもちろん重々知っておって、ですから、そういったことも考えていかなきゃいけない

かなということで、今すぐには答えれないことかもしれないとは思いますけども、１つ問題提起

したいと思いますので、また御検討をお願いしたいと思います。今回、弾力的な運用ということ

も１つの手だと思いますけど、そういったことをまた御検討をお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 
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 加藤です。 

 幾つか聞きます。 

 まず、初めに、今、高橋委員から質問がありましたけれども、前回お願いしておいたら、この

審議の前に教育大綱と基本方針を配付していただきましたので、非常に参考になりまして、読ま

せていただきました。 

 その上で質問させていただきますが、今、質問されたところで、第２次教育大綱、これは単年

度じゃありませんので、令和３年度から６年度までの４年間ということになっています。その一

番最後のところに芸術活動への支援と伝統文化の継承ということが書かれておりまして、「新た

な文化芸術活動が生まれ、発展していくための環境を整備します。また、生活文化を継承しつつ、

文化財の保存と活用を図ります」ということで、まさに今、質問されたことじゃないかなと思う

わけですけれども、１点そこで聞きたいのは、発展していくための環境を整備しますということ

で書かれておるもんですから、この期間の間に具体的なものをイメージされたようなことがある

のかなと僕は読み取ってしまったんですけど、何かあれば教えていただきたい。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課長の辻でございます。 

 文化芸術活動の発展ということで、既存の事業で保存会の方を補助したりですとか、ここ最近

でいいますと、貝塚資料館が新しくリニューアルをしまして、あいち朝日遺跡ミュージアムとい

うことでオープンをしたところでもございますし、それ以外にどうしても既存の事業を今後も継

続してやっていくという部分では文化財講座をやったりですとか、文化講演会というのもやって

おりますので、そういった事業を通じて文化芸術の発展をしていきたいというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 しっかり期間の中で取り組んでいく、大綱でありますので、取り組んでいただきたいというこ

とを言っておきます。 
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 それから、公民館費、ここを聞きたいわけですけれども、今回、清洲市民センター費が若干増

になっていますが、概要を見ると、市民サービスセンターの配置ということが書かれておるんで

すが、この増の部分と書かれておることの説明を求めたいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 市民サービスセンターの配置につきましては、予算が市民環境部のほうで措置はされておりま

すので、その部分での増額ということではないかと考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 そしたら市民環境部のほうだからあれなんですが、にしびさわやかプラザのところでお聞きし

たいわけですけれども、昨年のたしか会計年度任用職員の３８８万２千円あったんですけれども、

今年その部分がなくなっておったと思うんですけれども、その辺はどういうことなのか。これは

所管が違う部分なんですか。これは人事秘書課に聞いたほうがいいのかな。これは違うとこなん

かな、西枇のさわやかプラザのところは。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 石黒課長。 

企画部次長兼人事秘書課長（石黒 直人君） 

 人事秘書課、石黒でございます。 

 １０月に組織改編して、人事秘書課のほうに予算のほうは持ってきております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 分かりました。 

 前年度と比較してだと思うんですが、途中改編があって、そういうことで理解します。 

 続いて、夢広場の整備費のことをお聞きしたいわけですけれども、概要の２９９ページに外壁
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等の予防保全だということが書かれておるわけですけれども、生涯学習推進計画を見ると、はる

ひ夢の森公園ステージの控室を含め、より利用しやすいように整備し、利用を促進するというこ

とが書かれておったんですよね。ここだと予防保全になっとるけど、具体的には、あそこの舞台

のステージの控室云々もついでに直して、あそこをより利用しやすいようにしていくんだという

ことも含まれておるのかどうなのかお聞きします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課長の辻でございます。 

 今回の外壁改修工事の中にはステージの部分というのは含んでおりませんで、こちらの建物も

完成してから随分年数がたつものでございまして、実は中で雨水がですね、そんな大きな範囲で

はないんですが、水漏れが発覚するということもございましたので、その原因の１つと考えられ

る外壁にクラックとかがもう既に今、出ている状況でございますので、まずは外壁の補修から始

めていくということでございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 そしたら予防保全でそこから始めるということは、推進計画にも書かれておるように、控室

云々もステージのところも今後進めていくということで認識しておいてよろしいんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 そのあたりは優先順位をつけて順番に検討しながらやっていきたいと思っております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 よろしいでしょうか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 
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 続きまして、９８、９９ページ。 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 ２点ほどお聞きしたいと思います。 

 まず、１点目ですけれども、説明欄の子ども会の活動費補助金のところで、子ども会について

お聞きしたいんですけれども、今、令和３年度に限らず、ずっとここのところ地域全体で子ども

会の組織が縮小というか、なくなってきているように思うんですけども、今現在、大体もともと

町内会で１つぐらいずつあったと思うんですけども、今、子ども会の活動をしているのは何団体

のうち何団体あるのか教えていただけますか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 スポーツ課長の浅野でございます。 

 地区によって様々な子ども会の組織がありまして、例えば、１ブロックに３個の子ども会があ

る場所だとか、もともと地区が幾つかある中で１個の子ども会があるとかいったとこがありまし

て、一概に何地区分の幾つというのは出せないんですけれども、令和２年１０月１日現在では４

地区合わせて７３の地区子ども会がございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 そうすると、これはなかなか比較が難しいんですが、この一、二年で減ったわけではないと思

うんですけども、例えば５年前とか何年か前の数も把握してみえますか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 平成２７年からこちらの資料がございまして、平成２７年が８７、２８年が８５、２９年が８
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２、３０年が７９、令和元年が７３という形になっております。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 だんだんと減ってきているんですが、この減ってきていることについてどのように要因という

か分析されますか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 要因としましては、幾つか聞いている話では、地区の中で子どもの数が減ってきている。例え

ば、地区の中で１家族しかいなくなってしまったという子ども会もございます。その場合だと、

同じブロックの中の他のブロックのところに参加しているとか、そういった形で残っている。た

だ、地区子ども会はなくなってしまったけど、同じブロックだけど隣の地区に入っているという

形で残っているというふうには聞いております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 それで、スポーツ課のほうで子ども会の活動についての意義というか、必要なものだと思って

いらっしゃるのかどうか、その辺の認識。今のお話ですと、例えば、地域によっては隣の子ども

会に参加する場合もあるでしょうし、地域によっては全く子ども会活動にはそもそも参加できな

いというか、しないという親子もあるわけなんですね。こういったことの現状を見て、所管とし

て子ども会の活動っていうのはもう少し活発化させていってもいいのかなと思っていらっしゃる

のか、それとも、やはり時代の流れですし、致し方ないのかなと思っていらっしゃるのか、その

辺、難しいですけど、認識をお聞かせください。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 浅野課長。 
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スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 最近の傾向としまして、高学年になられると土日とかの活動ができなくなって子ども会をやめ

ていくという方が多いと聞いております。ただ、地元の地域活動ですので、地域でいろいろ活動

していただけるのはありがたいなと思っております。 

 例えば、春日地区の件ですと、来年度からは新しく子ども会を発足しようという動きがありま

して、それについても、地元との調整をしながら、設立に向けて手助けしていただければなと思

っております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。ありがとうございます。 

 先ほどおっしゃったように、例えばスポーツ少年団ですとか、いろんなところで受け皿があっ

て、そちらで忙しいから子ども会活動はいいんだよというお子さんなら問題はないと思うんです

けども、そうじゃなくて、子ども会は楽しそうだから行きたいのになという子どもたちが参加で

きないというのはいけないと思いますので、これは学校とは違うところになってしまうんですが、

多少、学校からもこういうことがあるんだよいうぐらいの御案内ですとかあってもいいのかなと

思いますので、今後育てていくという面でもぜひサポートというか、しっかりお願いしたいと思

います。 

 それと、もう１点だけ、新川地域文化広場費のところで、カルチバの件でお聞きしたいんです

けれども、以前から先輩議員の皆さんがいろんなことをおっしゃっていた例の温室の件なんです。

最近は荒れているなということを感じて、壊すのもお金はかかるし、機器もあまりよくなくて、

その中で私が感じるのは、もともとスポーツ施設を運営されている方たちで、温室の管理のノウ

ハウとか、そういうものはもともと持ってみえない団体ですので、難しいのかなという感じもし

ている。そんな中で、今までもこの温室に関しては市民の方がボランティアとしてだったり、い

ろんなことで関わってみえたと思うんですけども、これまでの市民の皆さんの関わりとか、もし

把握してみえたら教えていただきたいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 浅野課長。 
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スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 今、新川地域文化広場につきましては、指定管理で行っております。以前平成２７年、２８年

の２年間の期間限定ではございましたが、新川をよみがえらせる会の加藤様が２年間、温室の中

で花とかを育てられたという経緯はございます。あと、会の方がボランティアで苗植えだとか草

取りとかをしていただいておりました。 

 実際にはそれ以降につきましては、指定管理のほうで夏の熱帯の果物だとかドラゴンフルーツ

を作ったりとかいろいろ試しながら、いろいろな試行錯誤をしておりましたというのが現状でご

ざいます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 今のお話を聞いてますと、全てうまくあまりいかずに挫折をしてしまったように聞こえてしま

ったんですけど、これが指定管理の方のドラゴンフルーツは別として、新川をよみがえらせる会

の方々がここで活動を終わったしまったのは何か理由かあったんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 特に期間限定で２年間やらせてほしいということで、それが終わったというふうに聞いており

ます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 林委員。 

林 真子委員 

 林です。 

 これは将来的に他の用途とか、壊していくということであれば、それはそれで仕方がないこと

だと思うんですが、御近所の方の中には散歩コースに入れていらっしゃるような方もおられるよ

うですし、面白い施設なので自分たちでやってみたいという方もちらちらと聞いていますので、

指定管理の方を通じながら、そういう方たちで何かできないかということを模索していただきた

いと思いますし、そうした場合には、例えば２年限定でもいいんですけど、その後も続けていけ
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るような何らかのサポートをしていただきながら、何とか荒れた状態ではなくて、温室としての

機能を保っていただくか、なくしていただくか、どちらかきちっと指定管理を通じてお願いした

いと思います。要望です。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 高橋です。 

 清須ウオーク費のところでお尋ねしたいんですけれども、今度３月２７日に開催されるという

ことなんですけど、こういったコロナ禍の中で様々なイベントが中止される中、開催をするとい

うことで喜びの声も多く聞いております。私も肯定的に思っているもので、そういった意味で質

問させていただきたいんですけど、今回のウオークの開催概要、プラス、今回コロナ禍というこ

とでいろいろと対策は工夫されていると思いますけど、そういったことも含めてＰＲも兼ねなが

ら内容の説明をしていただきたいとき思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 スポーツ課長の浅野でございます。 

 今年度、春と秋につきましては、コロナ禍ということでいろいろなんとか開催できないかとい

うことで検討した結果、いままでどおり申込みをしていただいて、駅で受付をする。そこでコー

スマップと交換するということになると、駅はあれだけ広いとしても等間隔を空けてお待ちいた

だくことが難しいという理由から、今回中止させていただいておりました。 

 今年の３月につきましては、もともと春日五条川さくらまつりのほうが３月２７日にあるとい

うことで、同じ日に合わせてやろうと計画をしておりました。今回、コロナ禍の対策としまして

は、申込みのときにまず市内の方にＰＲしたいということで、今回、中日新聞への広告について

は中止させていただきました。清須市内の方がウオーキングを楽しんでいただければなと思いま

して、広報とホームページのみの広報となっております。 

 やり方としましては、申込みしていただいたときにこちらからの参加証を送るのではなくて、

もう既にコースマップのほうを送付させていただきまして、９時から１０時までの間に駅から順
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次スタートしてくださいということで御案内。 

 チェックポイントにつきましても、今までは施設だとか、いろんな観光名所だとか、そういっ

たところも回ってもらって歩いてもらうんですけども、そういう施設のところで集まるのも問題

かなと思いまして、チェックポイントも１か所に限定させていただきました。 

 帰りにつきましても、そのまま駅のほうへ向かっていただいたゴールでそのまま解散という形

で開催、そのことによって密集することを極力減らした状態で何とか開催できないかなという形

でやることになりました。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 いろいろと工夫されての開催だと思いますので、そういったノウハウも蓄積していただいて、

こういったコロナ禍でできる時限に合ったイベントで大変いいと思いますので、こういった分野

もこれからも伸ばしていただきたいと思います。ぜひ成功することを祈りまして、質問を終えさ

せていただきます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 そこのところで、今度の東京オリンピック・パラリンピック費についてお聞きしますけど、愛

知県実行委員会の負担金が去年より２００万円ばかり増えておるんですけど、これは何ですか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 昨年につきましては、実行委員会負担金につきまして４７８万３千円ということで計上させて

いただきました。令和３年度につきましては６９５万５千円。この差は何かといいますと、県の

実行委員会のほうが宝くじ財源というものを受けとる形で昨年度は少し少なくなっていた。今回

につきましては、宝くじ財源については続けていただくことはできないというふうに県から伺っ

ております。その分だけが上がったという形で報告を受けております。 

 以上でございます。 
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建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 引き続いて関連ということでお聞きしますが、いよいよ聖火リレーも看板もいっぱい出されて

準備されとるわけですけれども、今やる方向で準備をしているわけですけども、その辺で１年延

期になって見えてくる課題もありますし、注意すべきこともあるのですが、市民の方々からの問

合せや盛り上がりも含めて、今どんな状況ですか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 スポーツ課長の浅野です。 

 やる方向で３月号広報には交通規制の案内をさせていただきました。その中で交通規制の中の

各家のほうには各ポストインのほうでまた御案内をさせていただいております。 

 なお、そこの中にある企業、特に運送会社系とか、そういった影響が大きいところにつきまし

ては個別で回って説明をさせていただきました。地域の地区についても回覧で回していただくよ

うな形でＰＲ及び交通規制の御案内のほうをさせていただきました。 

 組織委員会、県実行委員会からの聞いている話でいきますと、実際にはミニセレブレーション

会場につきましては人数を制限してほしいということで、関係者のみの開催を今、計画しており

ます。 

 沿道につきましては、基本的には自粛要請をしないというふうには聞いております。ただし、

沿道のところで一列になって１メートルずつ空けてほしい。なおかつ、後ろに人が立つと、そこ

はやめてほしいみたいな話が来ております。密になるところにつきましては、実行委員会だとか、

警察のほうとかで注意喚起をしていただくという形になっております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 非常に皆さんもオリンピックについてはいろいろ一年延期ということで思いもありますし、聖

火ランナーはいよいよ迫ってきたわけですけれども、事故もないように取り組んでいただきます



－187－ 

ように、看板もいろいろ立って、皆さん待ち望んでいる方もお見えになりますし、密になっては

いかんということもありましたので、しっかり準備していただきたいと思います。 

 引き続いて、勤労福祉会館の整備費でお聞きします。 

 メインアリーナの非構造部材の耐震改修工事、これは結構大きな額が上がっております。これ

は工期がどういうふうになって、その間の利用とかなんかもどうなるのかということをお聞きし

ます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 スポーツ課長の浅野でございます。 

 メインアリーナの非構造物の耐震性を確保するために、大きな地震があった場合、屋根材が落

ちてきてはいけないということで、そちらのほうの対処をする工事となります。実際スケジュー

ルとしましては４月から始まって前半で実施設計、実際の工期としましては１０月から３月の６

か月間を予定しております。その間、メインホールにつきましては利用ができないという状況に

なります。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 この利用状況がメインアリーナのどれぐらい利用しとるかということに関連していくかと思う

わけですけれども、その間の利用できない人たちの代替施設とか、いろんなことについては交通

整理等はされとるわけですか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 例年、毎回使ってみえる方についてはまだ御案内はさせていただいているわけではないもんで

すから、今のところ交通整理はしてないという状況です。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 
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 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 今、コロナ禍の下であまり利用がなかったりすると思いますけれども、約半年後に大規模な工

事ということになると、過去の履歴を見ればどういう方々がどういう形で利用しとったか分かる

と思いますので、スポーツを推進していくという方針をいろいろ掲げておるわけですけれども、

工事も大事なことでありますので、使う人が使えなくて困ったということにならんように事前の

準備を行っていただきたいと思います。 

 ３目のところの給食センターのとこでお聞きします。 

 この間、本当に職員構成が十分整わない中でお仕事をされて大変だったということがよく分か

ります。それで、職員構成を見ると、平成３０年度が８１人で、令和元年が７８人、令和２年度

が８５人ということで実績の資料を見ると載っておったんですが、令和３年度についてもなかな

か人が集まらんと前に聞いておったんですけど、今のところ職員の体制は十分整っておるのかと

いうことをまず所長にお聞きしたいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター管理事務所、吉田でございます。 

 令和３年度の３月１日現在で調理員につきましては、５９名在籍しております。過去にも何度

も言っておりますが、定員として考えておるのが６４名ということでございます。既に３月のう

ちにお二人ばかり来年度から来ていただける職員というのが面談をしておりますので、過去の二、

三年前の状況から比べますと調理員の数というのは、少し安定してきておるのかなというふうに

感じております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 募集とか、いろいろ手だてを打たれて、一生懸命やられておるということだろうと思いますけ

れども、例えば、令和２年度の給食センターの概要のところを見させていただくと、調理員のと

ころは会計年度任用職員６０人ということになっておったんですが、そういう会計年度任用職員
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ということで、過去に私、昨年、要らんことを言ったかもしれませんけど、募集のバイト代の賃

金のことをいろいろ言ったわけですけれども、その辺は会計年度任用職員になって多少安定した

んですか。それが人が入ってくる要因にはなったんですか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 確かに、委員おっしゃるように、会計年度任用職員という形になりまして、期末手当も出ます

と。単価についても以前よりも上がっておりますので、そういった部分では広告を出すにしても

少し応募が増えた要因かなと思っております。 

 あとはうちの場合、前回の委員会でもお話ししたかも分かりませんが、フリーペーパーのよう

なアルバイトのようなものを掲載する雑誌のほうに集中的に掲載をさせていただいて、その中で、

いろんなところで目につく形を取らせていただいて応募が増えたという状況もあるかと思います。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 非常に増えたといっても、まだ若干６４人というところに届いていない部分がありますので、

所長が二役も三役もやられて大変だと思いますけれども、しっかり頑張っていただきたいと思い

ます。 

 それから、特にコロナ禍の下で衛生管理を含めていろんな面で感染症の問題、この間、御苦労

されとると思うんですけれども、今そういう面での何か気をつけてみえるようなことがあったら

お聞かせいただきたいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター管理事務所、吉田でございます。 

 現在、うちのほうの職員みんなで、お金がかかるもんですから、自分たちの手作りでビニール

を使ってバリアをつくって、食事のときにそれを使って、みんな教室向きで食べたりですとか、

あとは時間の空いたときに庁舎もやってみえるんですけれども、アルコールで拭き上げを行った
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りですとか、そういった形で、皆さん御存じのように、うちのほうではコロナの感染者が出まし

たので、そういったところは調理員も栄養士も全て気を緩めずにやっておるというところでござ

います。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 衛生の管理とともに、こういう感染症の問題というのはさらに本当に気をつけないかんという

二重、三重の注意が必要になると思います。それで、給食センターという重要な役割を担ったと

ころで、そこがもし感染源になると大変なことになりますので、必要なことに対しては、今、財

政の方も聞いてみえるもんだから、手作りでできる部分とできん部分があるかと思いますので、

ぜひやっていただいて、本当に頑張っていただきたいということをお願いしておきます。食育で

すので、ぜひ頑張っていただきますようよろしくお願いします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 最後、１００、１０１ページ、よろしいですね。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 これで質疑を終わります。 

 議案第２号 令和３年度清須市一般会計予算案所管分について採決をいたします。 

 予算案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 ありがとうございます。 

 全員賛成であります。 

 よって、議案第２号 令和３年度清須市一般会計予算案所管分については、可決すべきものと

決しました。 
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 ここで１４時３０分まで休憩に入ります。 

（ 時に午後 ２時２０分 休憩 ） 

（ 時に午後 ２時２８分 再開 ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 休憩前に引き続き、審議を再開いたします。 

 次に、議案第１７号 清須市公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例案につ

いて説明をお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課長の辻でございます。 

 清須市公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例案について御説明いたします。 

 市長提出議案等の５７ページをお願いいたします。 

 議案第１７号 

 清須市公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和３年２月２５日提出 

 清須市長 永田純夫 

 提案理由です。 

 この案を提出するのは、一場公民館の設置等に伴い、所要の規定を整備するため必要があるか

らです。 

 １枚おめくりいただきまして、５８、５９ページをお願いいたします。 

 主な改正内容を御説明いたします。 

 まず、別表第１につきましては、一場公民館の名称及び所在地の記載を追加するものでござい

ます。 

 次に、別表第２の３につきましては、朝日公民館の改修工事に伴い、部屋の形態が一部変更と

なったため、使用料の改正を行うものでございます。 

 会議室の大は隣接しておりました資料室を含めて改修前より広い会議室とし、会議室小は隣接

しておりました事務所を含めて改修前より広い会議室とし、また和室は大と小の２部屋を１つの
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部屋に改修したため、それぞれ使用料を改修後の部屋の広さに応じて改正するものでございます。 

 続きまして、別表第２の４については、一場公民館を新たに設置したことにより、使用料など

の規定を追加するものでございます。 

 ４．一場公民館の表は、各会議室の時間区分と使用料金でございます。 

 別表の備考欄にある記載事項は、他の公民館と同様としており、冷暖房施設を利用する場合は

使用料金の２０％が加算され、清須市に住所を有しない方が使用する場合は、通常の使用料金の

３倍の金額となります。 

 最後に、附則といたしまして、この条例案は、令和３年４月１日から施行するものであり、ま

た、清須市社会教育施設運営委員会条例の別表、公民館の中にも一場公民館を追加するものであ

ります。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 それでは質疑に入ります。 

 質疑のある方の挙手をお願いいたします。 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 お聞きします。 

 今回新たに公民館として一場が加わったということで、既にある朝日公民館のほうの改修工事

が行われて、間取りも変わったというような御説明がありました。 

 本市の場合、公共施設の使用料については、市民の負担の公平性と使用料設定の透明性を確保

するため、市民が利用する施設の使用料設定に関する基本的な考え方や算定基準等を明らかにし

た清須市公共施設使用料の設定に関する基本方針を２０１５年に定めたわけであります。改めて

この２つの施設でお聞きしたいわけでありますが、本市の場合、使用料については原価掛ける受

益者負担割合だということに基本的な考えでなっておるんですけど、問題は、今回、私は利用し

やすいように使用料がたくさん入ってくるには安いほうがいいと思うわけですけれども、原価の

考え方で、原価というのは施設の管理運営に係る経費も入ってきますから、原価と原価外対象で、

これはなかなか分かりづらいんですが、そこの考え方はどういうふうに算出されておるのか、そ

れぞれの施設で教えていただきたいと思います。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 
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 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課、辻でございます。 

 まず、一場公民館につきましては、新しく建設される施設でございますので、原価という概念

が難しいかなということもありまして、現在あります既存の生涯学習的施設という形でいっとる

んですが、市内の４つの公民館、さわやかプラザ、西枇会館、水の交流ステーション、ふれあい

防災センター、みずとぴぁ、それから春日Ｂ＆Ｇ、アルコとカルチバの平米あたりの平均単価を

算出いたしまして、一場公民館ですとそれぞれお部屋が３つございますので、平米数にその平均

単価が２．７円ということになるんですが、その平均単価を部屋の平米数に乗じて算出をいたし

ました。 

 朝日公民館につきましても同様で、部屋の改修で広さが変わっておりますので、新しくなった

お部屋の広さにこの平均単価を乗じて算出をいたしました。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 基本的な考え方があってもそこの原価のところでの捉え方で、他の施設との違い等もいろいろ

出てくるんですけど、今、言われた平均単価という捉え方でやると、しかし、原価ということに

なれば施設の管理運営に係る経費、それぞれ人を置いておったり、いろんなことで全然違ってく

るわけなんですけれども、その辺では平均単価を使ってやっとるんだという御説明でありました。

それで２．７円だと。その辺で改めて、面積云々からして、他の施設と公平性、いろんな問題に

ついては誰が見ても今回設置基準の条例の中でここだけが高いとか安いとか、そういうことでは

ないという理解でよろしいですか。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 平均単価で算出をさせていただいておりますので、ここだけが高いという理解では考えており

ません。 

 以上でございます。 
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建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 加藤委員。 

加藤 光則委員 

 その当時２０１５年に使用料のことでいろいろ論議のときに私も意見を言わせていただいたん

ですけれども、算出根拠がなかなか分かりづらいんですよね。原価に対する問題もよく分からな

い部分があって、受益者負担割合についても分かりやすいわけですけれども、その辺の透明性な

り、みんなが納得するようなものがないといかんし、さらには使用してもらって使用料を上げな

いかんもんだから、安くしていくということが私は非常に大事だと思うわけですけれども、その

決める上で、今、今度の公民館については２つとも館長が課長になるわけですので、少しでも使

い勝手がよくて皆さんに利用していただくという上で、何か特別に留意されたようなことという

のはないですか。 

 朝日公民館なんかも利用を見ておっても結構利用者があるんですよね。今度、一場の公民館も

非常に立派なものでありますし、駐車場もそれなりにあるから利用する方も多いと思うんですよ

ね。その辺で他の施設と今後並べてみていく上でどうでしょうか、人も置いてないわけですから

ね、２つのところは。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課長の辻でございます。 

 一般的に他の公民館と同じというふうに、地元の方は特に使用される頻度がいずれの公民館も

頻度的には高いかと思われますので、今後こちらの利用といいますか、一場公民館につきまして

も、朝日公民館につきましても、地元の方々が中心となって活発に地域活動等を行っていただけ

るような公民館になっていくと、利用者もそれに伴い増えていくのかなというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 他に質疑はございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 
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 これで質疑を終わります。 

 議案第１７号 清須市公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例案について採

決をいたします。 

 原案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 ありがとうございます。 

 全員賛成であります。 

 よって、議案第１７号 清須市公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例案に

ついては、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２１号 令和２年度清須市一般会計補正予算（第１３号）案所管分について説明

をお願いいたします。 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課長の吉野でございます。よろしくお願いいたします。 

 議案第２１号 令和２年度清須市一般会計補正予算（第１３号）案、教育部所管分について一

括で説明させていただきます。 

 それでは、令和２年度一般会計・特別会計補正予算書及び説明書をお願いいたします。 

 初めに６ページをお開きください。 

 第３表 地方債補正でございます。 

 起債の目的、公民館整備事業、補正前限度額２億５００万円、補正後限度額１億６千５００万

円、４千万円の減額は春日公民館の空調工事請負費が確定したことによるものでございます。 

 続きまして、歳入でございます。 

 １６、１７ページをお開きください。 

 １８款寄附金、１項寄附金、４目教育費寄附金、補正額３２万５千円の減額は、２節社会教育

費寄附金で、はるひ絵画トリエンナーレに係る寄附金でございます。 

 １８、１９ページをお開きください。 

 ２１款諸収入、５項雑入、２目雑入、９節教育費雑入で補正額２千４３４万５千円の減額です。

主なものは、新型コロナウイルス感染症による学校の臨時休業に伴う学校給食費の減額でござい
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ます。 

 ２２款市債、１項市債、２目教育債、補正額４千万円の減額は２節社会教育債で、春日公民館

の空調工事に係るものでございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 ３２、３３ページをお開きください。 

 １０款教育費、１項教育総務費、２目事務局費、補正額１８３万円の減額は１８節負担金、補

助及び交付金で、新型コロナウイルス感染症による学校の臨時休業で在宅学習となった小学校か

ら高校までの児童生徒に対する経済的負担軽減のための家庭学習応援金事業の期間終了によるも

のでございます。 

 ３４、３５ページをお開きください。 

 ２項小学校費、１目学校管理費、補正額１１１万円の減額は１７節備品購入費で、タブレット

端末の購入に係る執行残でございます。 

 ３項中学校費、１目学校管理費、補正額９７万１千円の減額は１７節備品購入費で、小学校と

同じく、タブレット端末の購入に係る執行残でございます。 

 次に、５項社会教育費、１目社会教育総務費、補正額４７９万９千円の減額は８節旅費から１

２節委託料までで、主なものは、文化展や芸能発表会に係る文化振興費の執行残でございます。 

 ２目公民館費、補正額４千９４０万６千円の減額は１０節需用費と１４節工事請負費で、清洲

市民センターと春日公民館の管理・整備に係る執行残でございます。 

 ３目文化財保護費、補正額５１３万９千円の減額は１８節負担金、補助及び交付金で、指定文

化財補助金の執行残でございます。 

 ４目社会教育施設費、補正額２２６万５千円の減額は１０節需用費と１２節委託料で、絵画ト

リエンナーレの開催と西枇杷島会館の管理に係る執行残でございます。 

 ３６、３７ページをお開きください。 

 ６項保健体育費、１目保健体育総務費、補正額１千２４０万４千円の減額は７節報償費から１

８節負担金、補助及び交付金で、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となった市民体

育祭、子ども会球技大会、１年延期となりました聖火リレーで未実施の事業等の減額でございま

す。 

 ２目体育施設費、補正額３千４１５万５千円の増額は１２節委託料と２１節補償、補填及び賠

償金で、清洲勤労福祉会館、新川地域文化広場の整備に係る設計監理費の執行残が決定したこと



－197－ 

による減額と６月から３月末まで清洲勤労福祉会館アルコ清洲と新川地域文化広場カルチバ新川

を新型コロナウイルス感染症拡大に伴う減収分に対しての損失補償でございます。 

 ３目給食センター費、補正額２千９６万４千円の減額は１０節需用費で、新型コロナウイルス

感染症による学校等の臨時休業によるものです。 

 令和２年度一般会計補正予算の所管分は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 それでは質疑に入ります。 

 質疑のある方の挙手をお願いいたします。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 これで質疑を終わります。 

 議案第２１号 令和２年度清須市一般会計補正予算（第１３号）案所管分について採決をいた

します。 

 補正予算案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 ありがとうございます。 

 全員賛成であります。 

 よって、議案第２１号 令和２年度清須市一般会計補正予算（第１３号）案所管分については、

可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２４号 令和３年度清須市一般会計補正予算（第１号）案所管分についての説明

をお願いいたします。 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課長の吉野でございます。よろしくお願いいたします。 

 議案第２４号 令和３年度清須市一般会計補正予算（第１号）案、教育部所管分について一括

で説明をさせていただきます。 

 それでは、令和３年度一般会計・特別会計補正予算書及び説明書をお願いいたします。 
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 初めに４ページをお開きください。 

 第２表 地方債補正です。 

 廃止事業でございます。 

 起債の目的、小学校整備事業、限度額１億５千８００万円につきましては、清洲東小学校の長

寿命化等改修工事を令和２年度予算に前倒しすることに伴い、廃止するものでございます。 

 続きまして、歳入でございます。 

 ８ページ、９ページをお願いいたします。 

 １５款国庫支出金、２項国庫補助金、６目教育費国庫補助金、補正額７千４６３万１千円の減

額は１節小学校費補助金で、清洲東小学校の長寿命化等改修工事に対する学校施設環境改善交付

金でございます。 

 ２２款市債、１項市債、３目教育債、補正額１億５千８００万円の減額は１節小学校債で、清

洲東小学校の長寿命化等改修工事に係る小学校整備事業債でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １０ページ、１１ページをお開きください。 

 １０款教育費、２項小学校費、１目学校管理費、補正額２億１千３０２万５千円の減額は１２

節委託料から１４節工事請負費までで、小学校管理費は大型提示装置賃貸借料に対し、新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を初期導入費として充当することで調達方法を変更し

たことによる増額でございます。事業内容に変更はございません。 

 小学校整備費は、国の令和２年度学校施設環境改善交付金の追加内定を受けて、清洲東小学校

の長寿命化等改修工事を令和２年度の繰越事業として施工することによる予算の減額でございま

す。 

 ３項中学校費、１目学校管理費、補正額１千８２６万９千円の増額は１３節使用料及び賃借料

で、小学校と同じく、大型提示装置賃貸借料に対する新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金を初期導入費として充当することで調達方法を変更したことによる増額でございます。

こちらも事業内容に変更はございません。 

 令和２年度一般会計補正予算の所管分は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 それでは質疑に入ります。 
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 質疑のある方の挙手をお願いいたします。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 これで質疑を終了します。 

 議案第２４号 令和３年度清須市一般会計補正予算（第１号）案所管分について採決をいたし

ます。 

 補正予算案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 ありがとうございます。 

 全員賛成であります。 

 よって、議案第２４号 令和３年度清須市一般会計補正予算（第１号）案所管分については、

可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２６号 令和２年度清須市一般会計補正予算（第１４号）案所管分について説明

をお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課長の吉野でございます。よろしくお願いいたします。 

 議案第２６号 令和２年度清須市一般会計補正予算（第１４号）案、教育部所管分について一

括で説明させていただきます。 

 それでは、令和２年度一般会計補正予算書及び説明書をお願いいたします。 

 初めに、４ページをお開きください。 

 第２表 繰越明許費補正でございます。 

 １０款教育費、２項小学校費、事業名、清洲東小学校整備事業で２億５千６６７万４千円、同

じく、４項幼稚園費、事業名、西枇杷島第１幼稚園整備事業で１千６５９万６千円でございます。

清洲東小学校の校舎長寿命化等改修工事と西枇杷島第１幼稚園の公共下水道接続工事に係る予算

を令和３年度に繰越ししようとするものでございます。 

 ５ページをお開きください。 
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 第３表 地方債補正です。 

 起債の目的、小学校整備事業、補正前限度額９千５００万円、補正後限度額２億５千３００万

円、１億５千８００万円の増額は、清洲東小学校の校舎長寿命化等改修工事の前倒しによる起債

の増額でございます。 

 続きまして、歳入でございます。 

 １０ページ、１１ページをお開きください。 

 １５款国庫支出金、２項国庫補助金、６目教育費国庫補助金、補正額７千５３７万５千円の増

額は１節小学校費補助金で、清洲東小学校の校舎長寿命化等改修工事に対する学校施設環境改善

交付金でございます。 

 ２２款市債、１項市債、２目教育債、補正額１億５千８００万円の増額は１節小学校債で、こ

ちらも清洲東小学校の校舎長寿命化等改修工事に充てる小学校整備事業債でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １４、１５ページをお開きください。 

 １０款教育費、１項教育総務費、２目事務局費は、家庭学習応援金に対し、新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金を充当することによる財源組替えでございます。 

 ２項小学校費、１目学校管理費、補正額２億５千６６７万４千円の増額は１２節委託料と１４

節工事請負費で、清洲東小学校の長寿命化等改修工事の監理業務と工事費でございます。 

 ３項中学校費、１目学校管理費は、タブレット端末の整備に対し、新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金を充当することによる財源組替えでございます。 

 令和２年度一般会計補正予算（第１４号）案の所管分は以上でございます。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 それでは質疑に入ります。 

 質疑のある方の挙手をお願いいたします。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 これで質疑を終わります。 

 議案第２６号 令和２年度清須市一般会計補正予算（第１４号）案所管分について採決をいた

します。 
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 補正予算案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 ありがとうございます。 

 全員賛成であります。 

 よって、議案第２６号 令和２年度清須市一般会計補正予算（第１４号）案所管分については、

可決すべきものと決しました。 

 以上で、建設文教委員会に付託されました全議案の審議は終了いたしました。 

 なお、従来どおり常任委員会の閉会中の継続審査の申出をすることに御異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 異議はございませんので、議長に閉会中の継続審査の申出書を提出いたします。 

 また、委員長報告の文案につきまして、正副委員長に御一任いただけますか。よろしいでしょ

うか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（大塚 祥之君） 

 ありがとうございます。そのようにさせていただきます。 

 これをもちまして建設文教委員会を閉会いたします。 

 ２日間にわたる御審議、お疲れさまでございました。 

 ありがとうございました。 

（ 時に午後 ２時５７分 閉会 ） 
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